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購読料　1 部 80 円　年間 320 円
制作・印刷 株式会社人力社

主 な 記 事
経
済
学
部
・
山
田
誠
治
教
授
「『
伝
え
る
』か
ら『
伝
わ
る
』授
業
へ
？
」
２
面

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑥
 法
学
部
 佐
藤
克
廣
教
授
３
面

市
民
公
開
講
座
「
平
成
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」

４
面

特
集
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
就
職
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
！
」
５
面

学
園
人
脈
記
第
５
回

片
桐
理
氏
・

片
桐
大
氏
７
面

公
開
セ
ミ
ナ
ー「
松
浦
武
四
郎
─
見
る
、集
め
る
、伝
え
る
」
８
面

新
機
関
長
に
聞
く
！

９
面

第
１
回
・
第
２
回
 オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

10
面

取
締
役
会
長

片
桐
企
業

グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

─
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー

ク
誕
生
ま
で
の
経
緯
を
。

松
田

入
試
課
で
は
入
試
業
務

の
ほ
か
に
広
報
の
仕
事
が
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク

を
広
報
戦
略
の
一
つ
と
し
て
使

い
た
い
と
思
い
私
が
課
内

で
言
い
だ
し
、入
試
課
と
し

て
提
案
し
ま
し
た
。学
内
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ

ー
ク
制
定
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、デ
ザ
イ
ン
は
人
文
学

部
の
一
期
生
で
、札
幌
市
の

サ
ッ
ポ
ロ
ス
マ
イ
ル
ロ
ゴ

や
「
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
実
績
が
あ
る

３
Ｋ
Ｇ
に
お
願
い
し
ま
し

た
。原
井
先
生
は
チ
ー
フ
と

し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

最
終
的
に
は
協
議
会
の
承

認
を
得
て
こ
の
マ
ー
ク
が

誕
生
し
ま
し
た
。

─
デ
ザ
イ
ン
制
作
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
っ
た
の

で
す
か
？

佐
々
木
　
昨
年
の
７
月
、月

１
〜
２
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
か
ら
始
め
ま
し
た
。私
は

こ
こ
の
卒
業
生
な
ん
で
す

が
、そ
ん
な
に
真
面
目
に
大

学
へ
行
っ
て
な
く
て（
笑
）、

正
直
、大
学
に
対
す
る
イ
メ

ー
ジ
が
湧
か
な
か
っ
た
。そ

れ
で
ま
ず
、北
海
学
園
大
学

は
ど
う
い
う
大
学
か
と
い

う
話
し
合
い
か
ら
始
め
、
そ
こ
に

す
ご
く
時
間
を
か
け
ま
し
た
。

─
一
番
議
論
し
た
点
は
？

佐
々
木
　
い
ろ
い
ろ
伝
え
た
い

こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
直
接
説

明
す
る
よ
う
な
具
体
的
な
デ
ザ

イ
ン
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も
抽
象

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
か
、
そ
こ

を
一
番
議
論
し
ま
し
た
。

─
抽
象
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ー

ク
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
の
マ

ー
ク
の
意
味
す
る
も
の
は
？

佐
々
木
　
北
海
道
の
自
然
を
象

徴
す
る
雪
の
結
晶
の
六
角
形
の

要
素
を
入
れ
、
校
章
に
つ
い
て
い

た
星
や
開
拓
使
が
使
っ
て
い
た

「
北
辰
旗
」
の
星
の
イ
メ
ー
ジ
を

取
り
込
ん
で
開
拓
者
精
神
を
表

現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
北
緯
43

度
の
傾
き
を
入
れ
て
、
そ
こ
か
ら

い
つ
も
変
わ
ら
ず
北
を
示
す
北

極
星
の
、
不
動
の
道
し
る
べ
や
普

遍
の
真
理
を
表
し
ま
し
た
。

─
デ
ザ
イ
ン
で
と
く
に
意

識
し
た
こ
と
は
？

佐
々
木
　
北
海
学
園
大
学

は
、
道
内
で
知
名
度
は
高

い
け
れ
ど
、
道
外
で
は
ま

だ
低
い
。
で
す
か
ら
、
全
国

か
ら
の
視
点
と
い
う
部
分

を
意
識
し
ま
し
た
。

原
井

私
は
美
術
が
専
門

で
す
が
、（
美
術
の
世
界
で

は
表
現
が
）
ス
ト
レ
ー
ト

す
ぎ
て
イ
メ
ー
ジ
か
ら
な

に
も
動
か
な
い
よ
り
、
見

た
人
に
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て

も
ら
え
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
が
出
て
く
る
の
が

深
い
作
品
だ
と
言
わ
れ
ま

す
。
美
術
は
理
屈
と
の
バ

ラ
ン
ス
な
ん
で
す
が
、
こ

の
マ
ー
ク
は
デ
ザ
イ
ン
と

理
屈
が
非
常
に
良
い
バ
ラ

ン
ス
で
、
す
ご
く
し
っ
く

り
納
得
で
き
ま
し
た
。

─
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

マ
ー
ク
に
こ
め
ら
れ
た
想

い
と
は
？

佐
々
木
　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
学

生
や
教
職
員
の
方
々
に
自

由
に
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
ほ
し

い
、
と
い
う
の
が
願
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
あ
ま
り
具
体
的
に
説

明
し
す
ぎ
ず
、
あ
え
て
余
白
の
あ

る
マ
ー
ク
に
し
ま
し
た
。

松
田

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

マ
ー
ク
と
い
う
と
普
通
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
決

が
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

も
の
や
場
面
で
、
楽
し
み
な
が
ら

進
化
し
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
。

10
年
後
20
年
後
が
楽
し
み
で
す
。

佐
々
木
　
そ
う
で
す
ね
。
学
生
は

年
々
入
れ
替
わ
る
の
で
、
そ
の
時

代
時
代
の
感
覚
で
使
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

─
卒
業
生
と
し
て
こ
の
仕
事
に

携
わ
っ
た
感
想
は
？

佐
々
木
　
大
学
に
も
愛
着
が
湧

き
ま
し
た
し
（
笑
）、
最
終
的
に
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー

ク
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
北
海

学
園
大
学
の
特
色
を
道
内
外
に

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に

も
、
こ
の
マ
ー
ク
を
み
ん
な
で
使

っ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
大
学
の
色

を
出
し
て
、
10
年
後
に
〝
北
海
学

園
ら
し
さ
〟
が
形
に
な
る
一
助
と

な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。
既
存
の

価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い

道
を
切
り
開
い
て
い
く
「
開
拓
者

精
神
」
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

ま
り
や
制
限
が
あ
る
ん
で
す
が
、

色
も
指
定
せ
ず
、
黒
で
も
白
で
も

紫
紺
で
も
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で

も
Ｏ
Ｋ
。
制
限
は
、
形
を
変
形
し

な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。

原
井

み
ん
な
が
平
等
に
使
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー

ク
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
マ
ー

ク
が
で
き
た
。
そ
れ
は
本
当
に
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

─
学
生
の
具
体
的
な
使
用
例
を

挙
げ
る
と
す
る
と
？

松
田

部
活
や
サ
ー
ク
ル
で
ぜ

ひ
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
や
ア
メ
フ
ト
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
つ
け
た
り
、
応
援
す
る

人
の
ほ
っ
ぺ
た
に
書
い
た
り
、
み

ん
な
が
頑
張
っ
て
い
た
り
、
楽
し

ん
で
い
る
気
持
を
象
徴
す
る
も

の
と
し
て
使
っ
て
も
ら
え
た
ら

い
い
で
す
ね
。

原
井

マ
ー
ク
の
形
を
し
た
フ

ラ
フ
ー
プ
み
た
い
な
も
の
が
一

つ
あ
れ
ば
、
使
い
方
が
も
っ
と
広

洋泉社

映
画
の
興
行
収
入
で
世
界
２
位
と
な
っ
た
中
国
が
映
画
大

国
化
す
る
に
い
た
っ
た
歴
史
を
振
り
返
り
、現
地
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
映
画
や
日
本
映
画
の
受
容
を
考
察
。映
画
を

通
じ
た
今
後
の
文
化
交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

定
価
（
本
体
 一
、
二
〇
〇
円
＋
税
）

中
根
研
一（
法
学
部
教
授
）著

Springer

日
本
の
中
学
校
で
の
英
語
授
業
を
観
察
・
分
析
し
て
日
本

人
論
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
信
仰
が
及
ぼ
す
影
響
を

明
ら
か
に
し
、異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育

成
の
外
国
語
教
育
の
実
現
に
何
が
必
要
か
を
追
究
す
る
。

外
貨
定
価
（
U
S
$
 1
3
9
.9
9
）

Jerem
ie B
ouchard

（
人
文
学
部
准
教
授
）著

映
画
は
中
国
を
目
指
す

花伝社

憲
法
的
視
点
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
、表
現
・
メ
デ

ィ
ア
の
自
由
の
今
日
的
課
題
を
探
究
。表
現
・
メ
デ
ィ
ア
の
自

由
研
究
の
第
一
人
者
、田
島
泰
彦
教
授
の
学
恩
を
受
け
た
７
名

の
研
究
者
と
田
島
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
。

定
価
（
本
体
 二
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

放送大学教育振興会

市
民
社
会
で
発
生
す
る
多
様
な
法
的
な
問
題
を
、紛
争
の

背
景
や
利
害
対
立
の
状
況
、さ
ら
に
解
決
の
仕
方
を
学
ぶ

初
学
者
向
け
法
学
入
門
書
。法
哲
学
、刑
事
法
、民
事
法
、

労
働
法
、社
会
保
障
法
の
５
つ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。

定
価
（
本
体
 二
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

道
幸
哲
也
・
加
藤
智
章
 編
著
／
松
久
三
四
彦（
法
務
研
究
科
教
授
）他
共
著

新
訂

市
民
社
会
と
法

成文堂

日
本
の
不
法
行
為
法
学
の
分
野
を
牽
引
し
、２
０
０
９
年

に
古
稀
を
迎
え
た
藤
岡
康
宏
先
生
。藤
岡
先
生
の
学
恩
に

感
謝
す
べ
く
、直
接
指
導
を
受
け
、あ
る
い
は
薫
陶
を
受
け

た
研
究
者
や
縁
の
深
い
研
究
者
ら
に
よ
る
記
念
論
文
集
。

定
価
（
本
体
 一
二
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

松
久
三
四
彦（
法
務
研
究
科
教
授
）・
内
山
敏
和（
法
学
部
准
教
授
）他
共
著

民
法
学
に
お
け
る
古
典
と
革
新

Ideology, A
gency, and Intercultural

Com
m
unicative Com
petence

有志舎

典
型
的
な
絶
対
王
制
国
家
と
い
わ
れ
て
き
た
ア
ン
シ
ア

ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
フ
ラ
ン
ス
だ
が
、南
仏
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク

地
方
の
地
域
権
力
と
民
衆
蜂
起
か
ら
様
々
な
地
域
秩
序
が

浮
か
び
上
が
り
、フ
ラ
ン
ス
革
命
の
意
味
を
再
考
す
る
。

定
価
（
本
体
 六
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

権
力
vs
市
民
的
自
由

韓
永
學（
法
学
部
教
授
）・
大
塚
一
美
・
浮
田
哲
 編
著

ア
ン
シ
ア
ン・レ
ジ
ー
ム
期
フ
ラ
ン
ス
の
権
力
秩
序

仲
松
優
子（
人
文
学
部
准
教
授
）著

有斐閣ブックス

核
、貿
易
、移
民
・
難
民
な
ど
山
積
す
る
国
際
社
会
の
問
題

を
制
御
す
る
た
め
、国
家
、国
際
機
関
、企
業
、非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
う
。こ
う
し
た
政
府
な
き

統
治
、グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
態
を
解
明
す
る
。

定
価
（
本
体
 二
、
六
〇
〇
円
＋
税
）

大
芝
亮
・
秋
山
信
将
・
大
林
一
広
・
山
田
敦
 編
／
井
上
睦（
法
学
部
講
師
）他
共
著

グ
ロ
ー
バ
ル・
ガ
バ
ナ
ン
ス
論

蜂
起
を
め
ぐ
る
地
域
社
会
と
王
権

藤
岡
康
宏
先
生

古
稀
記
念
論
文
集

─
中
国
映
像
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
─

表
現
の
自
由
と

メ
デ
ィ
ア
を
問
う

A
 Stratified Look into EFL Education in Japan

パ
ワ
ー
か
ら

読
み
解
く

雪

開拓者精神

北極星

北海学園大学の建学の
精神は「開拓者精神」で
す。コミュニケーショ
ンマークは現代版「北
辰旗」をイメージして
います。北辰旗とは開
拓使の旗印で、赤い五
稜星は北海道開拓使の不屈のエネ
ルギーを、また北海道旗は七稜星を
モチーフに開拓者精神と北海道の
未来を表しています。

コミュニケーションマークは大学
所在地の緯度（北緯 43°）分傾いて
います。北緯とはその地点から見上
げた北極星の角度と一致しており、
いつも変わらず北を示す目印です。
北極星は不動、普遍の真理。悟りや
気づきへの道しるべとして古来か
ら尊重されてきました。

コミュニケーション
マークは六角形。北海
道の大自然を象徴す
る雪の結晶も六角形
です。蜂の巣や亀の甲羅など自然界
にも存在する六角形は、辺と辺を合
わせ 360°無限に広げることがで
き、北海学園大学の多様なコミュニ
ケーションを表しています。

マークを構成する
3つの要素

今
年
５
月
、北
海
学
園
大
学
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
マ
ー
ク
」
が
誕
生
し
た
。
こ
の
マ
ー
ク
の
制
作
を
担
当
し
た
本
学
Ｏ
Ｂ
で
デ
ザ
イ
ン
会
社
「
３
Ｋ
Ｇ
」
代

表
の
佐
々
木
信
氏
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
制
定
委
員
会
チ
ー
フ
の
原
井
憲
二
工
学
部
教

授
、
入
試
課
・
松
田
郷
平
主
任
の
３
人
に
、
マ
ー
ク
に
込
め
ら
れ
た
想
い
や
可
能
性
を
聞
い
た
。

進化するマーク 自由な発想で活用を

工学部建築学科教授 原
� �

井
�

憲
� �

二
�

東京芸術大学大学院美術研究科修士課程修
了。エコール・デ・ボザール アート専攻修了

（フランス）DNSEP取得。専門は絵画・現代美
術。コミュニケーションマーク制定委員会チ
ーフ。

クリエイティブ・ディレクター 佐々木
� � �

信
� �

本学人文学部英米文化学科 平成8年度卒・1
期生。デザイン制作会社３KG代表。主なデザ
イン実績：札幌市の「SAPP‿RO（サッポロスマ
イルロゴ）」、AIRDO のマスコット「ベア・ドゥ」、
札幌市交通局のICカード「SAPICA」など。

入試部入試課 主任 松
� �

田
�

郷
���

平
� �

北海高校卒業。本学経済学部経済学科平成
21年度卒・Ⅱ54期生。入試・広報業務全般
を担当。北海学園大学コミュニケーションマ
ーク制定の発案者。

コミュニケーションマーク使用例

コミュニケーションマーク誕生コミュニケーションマーク誕生
開拓者精神や北海道を表現  北海学園大学の新しいイメージづくりへ開拓者精神や北海道を表現  北海学園大学の新しいイメージづくりへ開拓者精神や北海道を表現  北海学園大学の新しいイメージづくりへ
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20
世
紀
半
ば
に
誕
生
し
て
以

来
、
応
用
言
語
学
で
は
、
言
語
と

は
何
か
、
ま
た
言
語
を
習
得
す
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

根
源
的
な
問
い
に
対
し
て
異
な

る
見
解
が
存
在
し
、
論
争
が
続
い

て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
論
争

の
ひ
と
つ
に
、
リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ

（
共
通
語
）と
し
て
の
英
語（
Eng-

lish as a lingua franca;

ELF）
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
英

語
教
育
と
い
う
考
え
方
が
あ
り

ま
す
。

Ｅ
Ｌ
Ｆ
に
つ
い
て
は
、
認
識
論

上
２
つ
の
異
な
る
立
場
が
存
在

し
ま
す
。
１
つ
目
の
立
場
は
、
最

も
安
定
し
て
い
て
汎
用
性
の
高

い
の
は
標
準
英
語
（
Standard

７
月
27
日
、
工
学
部
３
号
館
セ

ミ
ナ
ー
室
に
お
い
て
、
学
内
関
係

教
職
員
、
学
生
が
参
加
し
て
、
生

命
工
学
科
の
実
験
・
実
習
に
供

さ
れ
た
実
験
生
物
に
対
す
る
感

謝
と
追
悼
の
意
を
表
す
る
会
が

行
わ
れ
た
。
安
酸
学
長
が
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
参
加
者
全
員

で
黙
祷
。
研
究
・
教
育
の
発
展
が

動
植
物
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立

在
日
カ
ナ
ダ
大
使
館
ナ
デ
ィ

ア
・
ブ
ル
ジ
ェ
ー
首
席
公
使
が

６
月
28
日
、
本
学
園
を
表
敬
訪
問

し
た
。
森
本
正
夫
理
事
長
は
じ
め

安
酸
学
長
、
北
海
学
園
各
高
校
・

商
科
大
学
の
代
表
と
和
や
か
に

懇
談
し
た
後
、
学
内
施
設
や
、
カ

ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
交

換
教
員
で
あ
る
ガ
ー
ウ
ィ
ン
准

教
授
の
授
業
な
ど
を
視
察
し
た
。実験生物に黙祷を捧げる

実
験
生
物
に

感
謝
す
る
日

私
大
協
北
海
道
支
部

事
務
局
長
月
例
研
究
会

安
酸
学
長
講
演

日
本
私
立
大
学
協
会
北
海
道

支
部
の
第
１
８
８
回
事
務
局
長

月
例
研
究
会
が
６
月
26
日
、
本
学

国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
、
安
酸

学
長
が
「
大
学
の
ゆ

く
え
─
─
真
理
探
究

と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の
狭
間
で
」
と

題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心

に
西
洋
思
想
史
を
研
究
し
て
き

た
安
酸
学
長
は
、
は
じ
め
に
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
大
学
の

起
源
を
説
明
。
さ
ら
に
、
近
代
的

大
学
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ベ
ル

リ
ン
大
学
（
１
８
１
０
年
設
立
）

の
、
研
究
と
教
育
を
一
体
と
す
る

建
白
書
を
紹
介
し
、
現
代
の
大
学

の
実
情
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
キ
ャ
ピ
タ

リ
ズ
ム
と
は
、
学
問
的
な
真
理
探

究
と
利
潤
の
最
大
化
を
結
合
し

た
も
の
。
本
来
、
大
学
は
市
場
に

最
も
遠
い
存
在
だ
っ
た
が
、
米
国

の
大
学
は
特
に
１
９
８
０
年
代

以
降
、
肥
大
化
す
る
研
究
予
算
を

確
保
す
る
た
め
に
、
特
許
に
よ
る

知
識
の
独
占
や
企
業
か
ら
の
研

究
資
金
の
獲
得
な
ど
市
場
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
、
起
業
家

的
大
学
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た

と
い
う
。

い
ま
日
本
の
大
学
は
、
少
子
化

や
多
様
化
す
る

学
生
へ
の
対

応
、
教
育
の
質

の
保
証
な
ど
問
題
が
山
積
し
、
さ

ら
に
、
国
立
大
学
の
法
人
化
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
市
場
原
理
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
安
酸
学
長
は
、

「
私
立
大
学
と
し
て
し
っ
か
り
と

経
営
を
考
え
る
一
方
で
、
大
学
人

と
し
て
の
見
識
や
矜
恃
が
必
要

だ
。
今
一
度
、
自
分
た
ち
の
足
下

を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
話
し
た
。

７
月
24
日
、
教
育
振
興
会
は
奨
学
金
Ｂ（「
学
業
成

績
が
特
に
優
れ
て
い
る
学
生
へ
の
奨
学
金
」）の
授
与

式
を
挙
行
し
、９
人
に
賞
状
を
授
与

し
ま
し
た
。教
育
振
興
会
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご

芳
志
に
よ
り
、
今
年
も
１
人
あ
た
り
30
万
円
を
給
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

賞
状
の
文
面
は
以
下
の
通
り
。「
学
生
の
本
分
を

守
り
勉
励
に
努
め
学
業
成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る

こ
と
を
讃
え
て
、奨
学
金
を
授
与
す
る
。本
学
が
建

学
の
精
神
と
定
め
た
開
拓
者
精
神
の
担
い
手
と
な

る
べ
く
、
さ
ら
に
精
励
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」

経済学部／経 済 学 科

学部／学科 氏名学年

4年

奨学金B給付学生

佐藤百合子

経済学部／経 済 学 科 4年 及川　 闘史

経営学部／経営情報学科 4年 冨田　佳那

経営学部／経 営 学 科 4年 和田有希菜

法 学 部／政 治 学 科 4年 里舘　　萌

法 学 部／政 治 学 科 4年 佐藤　康平

人文学部／日本文化学科 4年 松田　莉那

人文学部／英米文化学科 4年 谷川　亮太

工 学 部／社会環境工学科 4年 髙橋　大樹

授与式には、給付学生、学長、各学部長、教育振興委員長、事務部長、大学院事務部長
が出席

７
月
３
日
、
同
窓
会
（
豊
平
会
）
は
優
秀
な
学
業

成
績
を
あ
げ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
学
生
19
人
を

第
１
種
奨
学
生
と
し
て
認
定
し
、
森
本
正
夫
同
窓
会

長
（
学
校
法
人
北
海
学
園
理
事
長
）
か
ら
、
一
人
ひ

と
り
に
認
定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

賞
状
の
文
面
は
以
下
の
通
り
。

「
あ
な
た
は
、
学
生
の
本
分
を
守
り

勉
励
に
努
め
学
業
成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
こ
と

を
讃
え
て
平
成
30
年
度
奨
学
生
に
認
定
し
ま
す
。
当

会
奨
学
制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
、
引
き
続
き
学
業
に

精
励
し
て
く
だ
さ
い
。」

学年 学年

経済学部／経 済 学 科

学部／学科 氏名

北海学園大学同窓会第１種奨学金給付学生

岩井澤茉莉衣 法 学 部／政 治 学 科

学部／学科 氏名

西野　真夢2年 4年

経済学部／経 済 学 科 坂田　十勝 人文学部／日本文化学科 篠崎　香織2年 4年

経済学部／地域経済学科 土田　莉玖 人文学部／日本文化学科 平岡　海優2年 4年

経済学部／地域経済学科 安田　里沙 人文学部／英米文化学科 根本　誠士2年 4年

経営学部／経 営 学 科 工藤　優奈 人文学部／英米文化学科 澤口　有香3年 4年

経営学部／経 営 学 科 山地　泰司 工 学 部／社会環境工学科 上原　玲音4年 3年

経営学部／経営情報学科 大谷　桃花 工 学 部／建 築 学 科 丸山　莉奈3年 2年

法 学 部／法 律 学 科 坂田　雄治 工 学 部／電子情報工学科 白木　涼雅4年 2年

法 学 部／法 律 学 科 松尾　　渉 工 学 部／生 命 工 学 科 古澤　惇平4年 2年

法 学 部／政 治 学 科 金子　省吾4年

授与式には、給付学生、同窓会長をはじめとする同窓会役員、学長、各学部長、教育振興委員長が出席

教
育
振
興
会

学
業
優
秀
生
へ
奨
学
金
授
与

学
業
優
秀
生
へ
奨
学
金
授
与

学
業
優
秀
生
へ
奨
学
金
授
与

学
業
優
秀
生
へ
奨
学
金
授
与

学
業
優
秀
生
へ
奨
学
金
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

北
海
学
園
大
学
同
窓
会（
豊
平
会
）

「
最
近
の
若
者
は
‥
」

と
は
昔
か
ら
言
わ
れ
て

き
た
よ
う
だ
が
、
大
学

生
の
学
び
と
教
育
に
つ

い
て
も
、
ス
マ
ホ
や
Ａ

Ｉ
の
普
及
、
学
生
気
質

の
変
化
の
中
で
話
題
に

こ
と
欠
か
な
い
。

筆
者
担
当
の
中
小
企
業
論
Ⅰ

の
授
業
で
は
、
こ
の
十
五
年
、
今

や
小
中
高
も
巻
き
込
ん
で
い
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
形

式
を
取
り
入
れ
て
き
た
。
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
学
修
者

が
主
体
に
な
り
能
動
的
に
学
修

す
る
手
法
と
定
義
さ
れ
、
大
学
の

授
業
の
欠
点
と
さ
れ
る
一
方
通

行
の
講
義
、
と
い
う
形
式
よ
り
成

果
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
と
は
い

っ
て
も
、
私
の
実
践
で
は
ま
だ
ま

だ
課
題
山
積
で
、
こ
の
形
式
が
手

放
し
で
評
価
で
き
る
も
の
で
も

な
い
。

中
小
企
業
論
Ⅰ
の
目
標
の
一

つ
と
し
て
企
業
分
析
や
会
社
の

見
方
に
習
熟
し
説
明
力
を
養
う

こ
と
、
と
掲
げ
る
の
は
簡
単
だ

が
、
一
部
の
受
講
学
生
約
三
百

名
、
五
十
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
編

成
し
、
一
定
の
到
達
点
に
至
ら
せ

る
に
は
か
な
り
の
手
間
と
工
夫

が
い
る
。
も
と
も
と
本
学
は
大
人

数
の
講
義
が
多
い
が
、
私
が
赴
任

し
た
三
十
年
前
、
産
業
心
理
学
を

担
当
さ
れ
て
い
た
故
後
藤
啓
一

先
生
は
、
平
然
と
「
人
数
の
問
題

と
を
調
べ
て
わ
か
っ
た
」

「
情
報
源
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
に
驚
い
た
」「
グ
ル
ー
プ
で

ま
と
め
る
大
変
さ
を
経
験
で
き

た
」
と
学
生
の
反
応
は
悪
く
な

い
。
た
だ
、
数
字
の
扱
い
方
、
分

析
の
妥
当
性
、
経
営
者
が
聞
い
た

ら
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
見
当

違
い
、
な
ど
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
も

含
め
て
さ
ら
に
工
夫
が
必
要
で
、

「
伝
え
る
」
よ
り
「
伝
わ
る
」
の
探

求
に
は
終
わ
り
が
な
い
。

経
済
学
部
教
授山�

�

田�

誠�
�

治�

で
は
な
い
」
と
32
番
教
室
で
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
践
さ
れ
て
い

た
。
今
に
な
っ
て
私
も
追
随
、
で

あ
る
。

授
業
は
、
半
期
の
講
義
で
、
ま

ず
業
界
で
の
企
業
経
営
や
組
織
、

財
務
分
析
の
基
礎
的
な
知
識
を

順
に
講
義
で
解
説
し
、
分
析
を
や

っ
て
み
せ
る
。
そ
し
て
、
道
内
企

業
数
社
の
戦
略
・
組
織
や
財
務

内
容
を
分
析
す
る
こ
と
を
課
題

に
、
十
二
の
業
界
に
希
望
を
と
っ

て
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
分
担
し

て
デ
ー
タ
を
集
め
分
析
し
、
そ
の

結
果
を
み
ん
な
の
前
で
プ
レ
ゼ

ン
す
る
。
聴
い
た
知
識
を
使
い
、

ネ
ッ
ト
な
ど
も
活
用
し
、
分
析
結

果
を
持
ち
寄
り
、
自
分
た
ち
の
手

で
少
し
ず
つ
理
解
が
促
さ
れ
る
、

と
い
う
感
じ
だ
。

「
よ
く
知
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

「
伝
え
る
」か
ら「
伝
わ
る
」授
業
へ
？

トピックストピックストピックス 525252

English; SE）
で

あ
る
と
す
る
も
の

で
、
英
語
教
育
で
は

標
準
英
語
の
み
を
教

え
る
べ
き
だ
と
主
張

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
立
場
で
は
英
語
の

文
法
的
特
徴
が
重
視

さ
れ
、
英
語
の
文
法
を
理
解
す
れ

ば
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
と
し
て
使
え
る
よ
う

に
な
る
と
考

え
ら
れ
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｅ

的
視
点
で
は
、
言
語
と
は
一
般
化

さ
れ
標
準
化
さ
れ
た
規
則
を
共

有
し
た
も
の
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
そ
の
規
則
が

実
際
の
場
面
で
運
用
さ
れ
た
事

例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
う
１
つ
の
立
場
、
つ
ま
り
Ｅ

Ｌ
Ｆ
的
視
点
は
、
異
文
化
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
中
で

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
立
場

で
は
、
英
語
を
そ
の
機
能
に
焦
点

を
当
て
て
定
義
し
て
い
る
た
め
、

Ｅ
Ｌ
Ｆ
的
視
点
に
お
け
る
英
語

は
、
標
準
化
さ
れ
理
想
化
さ
れ
た

英
語
（
通
常
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ

ー
カ
ー
基
準
と
さ
れ
る
も
の
）
と

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｌ
Ｆ

の
立
場
を
推
進
す
る
研
究
者
は
、

英
語
に
は
一
定
の
規
則
が
存
在

す
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
も
の

の
、
英
語
が
世
界
の
異
な
る
地
域

に
お
い
て
異
な
っ
た
文
脈
で
使

わ
れ
る
、
そ
の
流
動
性
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
応
用
言
語
学
に
お
い

て
Ｅ
Ｌ
Ｆ
の
立
場
を
支
え
る
の

は
、
言
語
の
標
準
化
と
い
う
の
は

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
人
々
の
利
益
を
守
る

た
め
に
恣
意
的
に
決
め
ら
れ
た

主
張
を
押
し
広
げ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で

す
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、
Ｅ

Ｌ
Ｆ
推
進
者
は
、
学
習
者
が
英
語

を
現
実
世
界
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
使
え
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
ま
た
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
タ
ー
と
し
て
の
力
を
得
る
た

め
に
、
世
界
中
の
多
様
な
英
語
に

触
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。今

日
の
研
究
者
お
よ
び
教
育

実
践
者
の
多
く
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
む
現
代
の
英
語
学
習
者

の
ニ
ー
ズ
に
は
Ｅ
Ｌ
Ｆ
型
の
教

育
が
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
の

一
方
で
、Ｓ

Ｅ
の
影
響

は
実
践
レ
ベ
ル
で
未
だ
に
色
濃

く
残
り
、
世
界
中
の
英
語
教
科
書

や
英
語
能
力
試
験
の
大
半
で
は

Ｓ
Ｅ
の
み
が
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
考
え
で
は
、
Ｓ
Ｅ
と
Ｅ
Ｌ
Ｆ

の
論
争
を
克
服
す
る
に
は
、
私
た

ち
が
言
語
の
特
定
の
特
徴
に
優

先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
を
や
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
言
語
の

順
位
づ
け
は
、
言
語
に
対
す
る
軽

薄
な
認
識
を
助
長
す
る
だ
け
で

な
く
、
議
論
の
ル
ー
プ
に
私
た
ち

英
語
教
育
と
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
閉
じ
込
め
て
し
ま
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
言
語
は
「
異
な
る
も
の
」

を
同
時
に
内
包
す
る
と
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
言

語
と
は
元
と
な
る
特
性
、
規
則
、

様
式
、
そ
し
て
基
準
か
ら
生
じ
る

文
化
資
源
で
あ
る
一
方
で
、
世
界

各
地
の
様
々
な
社
会
生
活
の
中

で
、
そ
の
状
況
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
う
考

え
る
と
、
こ
の
よ
う
に
異
な
っ
た

側
面
を
持
つ
言
語
と
い
う
も
の

を
、
相
容
れ
な
い
矛
盾
し
た
存
在

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の

中
で
層
状
化
さ
れ
た
多
様
な
特

徴
を
内
包
す
る
現
象
で
あ
る
と

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
以
上

の
結
論
を
社
会
科
学
的
視
点
で

と
ら
え
直
す
と
、
研
究
対
象
が
層

状
的
で
現
実
的
な
も
の
で
あ
る

と
い
う
見
方
を
採
用
す
る
こ
と

が
、
研
究
上
の
論
争
を
解
決
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。（

専
門
：
社
会
言
語
学
） 安酸学長の講演に聞き入る出席者

大
学
の
ゆ
く
え
─
真
理
探
究
と

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の
狭
間
で

っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
改

め
て
研
究
・
教
育
に
従
事
す
る

こ
と
を
誓
っ
た
。

在
日
カ
ナ
ダ
大
使
館
 首
席
公
使
来
学

ナ
デ
ィ
ア
・
ブ
ル
ジ
ェ
ー
在
日
カ
ナ
ダ

大
使
館
首
席
公
使（
前
列
左
か
ら
２
番

目
）、カ
ナ
ダ
政
府
札
幌
通
商
事
務
所
通

商
代
表
・
辻
尾
晋
一
氏（
前
列
左
端
）と

北
海
学
園
関
係
者

人文学部准教授
ブシャー ジェレミ

◆
　
◆
　
◆
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に
基
づ
い
た
構
想
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
し
か
し
、
行
政
効
率
化

は
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
少
子
化
解

消
に
つ
な
が
る
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
郊
外
型
の
生
活
を
享

受
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
米

国
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

市
の
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
と

し
た
。
２
０
１
５
年
10
月
に
訪
問

し
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
の

西
芝
雅
美
先
生
（
現
在
は
行
政
大

学
院
院
長
）
の
協
力
を
得
な
が
ら

調
査
を
行
っ
た
。
特
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
South W
est

Neighborhoods, Inc（
札
幌

市
の
連
合
町
内
会
に
似
た
住
民

組
織
）
の
会
議
見
学
で
あ
っ
た
。

開
始
前
は
和
気
藹
々
に
見
え
た

メ
ン
バ
ー
が
会
議
と
な
る
と

丁
々
発
止
の
議
論
を
戦
わ
せ
る
。

こ
う
し
た
建
設
的
議
論
が
ま
ち

づ
く
り
の
核
と
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、
と
ま
さ
に
「
自
治
」

の
実
践
を
見
る
思
い
が
し
た
。

経
済
学
部
教
授川�

�

村�
�

雅�
�

則�
�

今
年
６
月
29
日
に
成
立
し
た

働
き
方
改
革
関
連
法
で
働
く
人

た
ち
は
幸
せ
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

そ
う
は
思
わ
な
い
。
日
本
の
職
場

に
今
必
要
な
の
は
、
過
労
死
の
温

床
と
な
っ
て
い
る
長
時
間
残
業

（
し
か
も
そ
れ
は
往
々
に
し
て
不

払
い
残
業
）
と
先
の
見
え
ぬ
非
正

規
雇
用
の
濫
用
を
解
消
し
て
、
働

け
ば
食
べ
て
い
け
る
条
件
の
整

備
で
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働

機
関
）
が
提
唱
し
、
働
き
が
い
の

あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
と
訳
さ

れ
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

の
実
現
は
、

途
上
国
だ
け

で
は
な
く
、先

進
諸
国
と
り
わ
け
労
働
法
制
の

脆
弱
な
日
本
で
こ
そ
急
務
の
課

題
で
あ
る
。

で
は
今
回
の
改
革
は
そ
れ
に

貢
献
し
な
い
の
か
。
労
働
時
間
制

度
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
考
え
て

み
よ
う
。
労
使
協
定
で
青
天
井
に

な
っ
て
い
た
時
間
外
労
働
に
上

限
規
制
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は

労
働
者
保
護
に
つ
な
が
る
規
制

の
強
化
に
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
そ
の
水
準
は
と
い
え
ば
、

休
日
労
働
を
含
め
る
と
毎
月
80

時
間
の
残
業
を
可
能
に
す
る
（
俗

に
過
労
死
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
る
）

水
準
で
あ
る
。
そ
れ
が
法
で
認
め

ら
れ
た
。
し
か
も
人
手
不
足
で
長

時
間
労
働
が
深
刻
な
建
設
業
や

自
動
車
運
送
業
で
は
、
こ
の
規
制

水
準
さ
え
適
用
を
５
年
間
猶
予

さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
こ
れ
を
規
制
の
強

化
と
評
価
す
る
な
ら
ば
、
で
は
、

抱
き
合
わ
せ
で

導
入
さ
れ
た
、

一
部
専
門
職
を

労
働
時
間
規
制

の
対
象
か
ら
完

全
に
外
す
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
や
、

法
案
か
ら
削
ら
れ
た
裁
量
労
働

制
の
拡
大
は
ど
う
か
。
こ
れ
ら
の

規
制
の
緩
和
は
、
自
由
な
働
き
方

を
も
た
ら
す
の
か
。
そ
の
根
拠
は

示
さ
れ
た
か
。
過
労
死
遺
族
ら
が

こ
れ
ら
の
制
度
導
入
に
な
ぜ
反

対
し
て
い
た
の
か
。
ち
な
み
に
高

プ
ロ
は
、
一
部
報
道
機
関
で
言
わ

れ
て
い
た
「
成
果
型
労
働
」
で
も

「
脱
時
間
給
制
度
」
で
も
な
い
。
こ

れ
ら
は
現
行
制
度
で
も
可
能
で

あ
る
。

改
革
法
は
制
定
さ
れ
た
。
し
か

し
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。
働
き
方
を
規
定
す
る
法
制

度
の
整
備
は
た
し
か
に
重
要
で

あ
る
が
、
加
え
て
、
労
働
条
件
の

決
定
は
労
使
が
対
等
の
立
場
で

行
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
憲
法
や

労
働
法
は
、
団
結
権
を
通
じ
た
労

働
者
の
「
参
加
」
を
期
待
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
働
き
方

を
決
め
る
の
は
私
た
ち
で
あ
る

と
い
う
視
点
が
、「
私
た
ち
の
働

き
方
は
ど
う
な
る
の
か
」
を
う
ら

な
う
上
で
不
可
欠
な
の
だ
。
幻
想

に
振
り
回
さ
れ
ず
、
主
権
者
と
し

て
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
も
そ
こ

に
は
含
ま
れ
る
。
私
た
ち
こ
そ
が

改
革
の
主
体
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
で

私
た
ち
の
働
き
方
は

ど
う
な
る
の
か

工
学
部
教
授許�

�

士�

達�
�

広�
�

今
年
も
豪
雨
災
害
が
頻
発
し

て
い
る
。
７
月
に
西
日
本
を
襲
っ

た
豪
雨
は
梅
雨
前
線
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
広
島
、
岡
山
な

ど
で
死
者
不
明
者
が
２
０
０
名

を
大
き
く
上
回
り
、
平
成
に
な
っ

て
最
悪
の
水
害
被
害
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
九
州
北

部
豪
雨
で
42
名
、
一
昨
年
８
月
に

は
東
北
・
北
海
道
を
襲
っ
た
台

風
に
よ
り
27
名
の
死
者
不
明
者

が
出
て
お
り
、
さ
ら
に
家
屋
や
農

業
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
に
甚

大
な
被
害
が
生
じ
た
。

異
常
気
象
が
話
題
と
な
る
が
、

従
前
よ
り
異
常
気
象
は
洪
水
・

高
潮
・
土
砂
に
よ
る
甚
大
な
災

害
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
。
死
者

不
明
者
は
１
９
５
９
年
の
伊
勢

湾
台
風
が
最
大
で
５
０
９
８
人

で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
治
水
整
備

の
効
果
に
よ
り
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
。

し
か
し
近
年
は
地
球
温
暖
化

の
要
素
が
加
わ
っ
て
、
災
害
が
増

加
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。

温
暖
化
は
猛
暑
や
海
面
上
昇
以

外
に
も
洪
水
や
渇
水
な
ど
の
異

常
気
象
を
引
き

起
こ
す
と
さ

れ
、
世
界
各
地

で
過
去
最
大
の

ハ
リ
ケ
ー
ン
や
豪
雨
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
度
に
発
表
さ
れ

た
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
の
報
告
書
で
は
４
つ
の

シ
ナ
リ
オ
を
考
え
、
最
悪
の
場

合
、
今
世
紀
末
に
は
４
・
８
℃
程

度
の
気
温
上
昇
が
考
え
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。
日

本
で
は
過
去

１
０
０
年
間

１
・
１
℃
程

度
の
気
温
上
昇
が
あ
り
、
こ
れ
で

も
い
ろ
い
ろ
な
異
変
が
生
じ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
４
度
以
上

も
上
昇
す
る
と
相
当
深
刻
な
状

況
と
な
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
上

昇
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
が
、
各
国

が
協
力
し
た
と
し
て
も
当
面
の

上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
。

増
大
す
る
災
害
か
ら
生
命
を

守
る
に
は
公

共
機
関
に
よ

る
公
助
、
自

分
の
身
は
自

分
で
守
る
自
助
、
近
所
の
人
達
な

ど
で
助
け
合
う
共
助
が
必
要
で

あ
る
。
公
助
が
大
き
な
割
合
を
占

め
て
い
る
が
、
国
家
財
政
や
環
境

問
題
等
を
考
え
れ
ば
治
水
工
事

に
頼
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
。
ま

た
死
者
が
多
い
土
石
流
や
斜
面

崩
壊
な
ど
の
土
砂
災
害
は
、
施
設

の
み
で
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
豪
雨
お
よ
び
災
害
発

生
の
予
測
や
危
険
の
程
度
を
知

ら
せ
る
情
報
伝
達
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
が
、
避
難
情
報
が
伝
達

さ
れ
て
も
避
難
し
な
い
住
民
が

大
半
を
占
め
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
重
要
と
さ
れ
る
が
存
在
が

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
活
用
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
加
え
、
作
成
上
の

課
題
も
多
い
。
今
後
は
今
ま
で
と

は
異
な
っ
た
想
定
外
の
状
況
が

生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
計
画

規
模
を
超
え
た
時
の
対
応
の
重

要
性
が
増
す
ほ
か
、
そ
の
時
に
ど

の
よ
う
に
行
動
す
る
か
を
、
関
係

機
関
ば
か
り
で
な
く
個
人
個
人

が
意
識
を
も
っ
て
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

豪
雨
災
害

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》  １
９
２
６
年
京
都
市
生
ま
れ
。元
中
学
校
教

諭
。北
海
道
美
術
協
会（
道
展
）会
員
、新
ロ
マ
ン
派
美
術
協
会
会
員
、

滝
川
美
術
協
会
会
員
。１
９
５
４
年
第
29
回
道
展
入
選
、１
９
５
６

年
第
11
回
新
ロ
マ
ン
派
展
奨
励
賞
受
賞
、同
年
第
11
回
新
ロ
マ
ン

派
展
会
友
推
挙
、１
９
５
９
年
第
34
回
道
展
朝
日
新
聞
社
賞
受
賞
、

同
年
14
回
新
ロ
マ
ン
派
展
会
員
推
薦
、１
９
６
０
年
第
35
回
道
展

会
友
推
薦
、同
年
第
22
回
一
水
会
展
２
点
入
選
、１
９
６
１
年
第
23

回
一
水
会
展
２
点
入
選
、１
９
６
２
年
第
24
回
一
水
会
展
２
点
入

選
、１
９
８
８
年
第
63
回
道
展
会
友
賞
受
賞
、１
９
８
９
年
第
64
回

道
展
会
員
推
薦
、１
９
９
７
年
滝
川
市
文
化
功
労
賞
受
賞
。

玉
井 

米
嘉
数

工
学
部
１
号
館
２
階
展
示

１
９
９
７
年
度
道
展
出
品(

水
彩
40
号)

豊
陵
会
寄
贈
絵
画
6

『
鉄
塔
の
見
え
る
道
』

研
究
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
少

子
化
」「
過
疎
化
」「
過
密
化
」「
自

治
」
で
あ
っ
た
。「
少
子
化
」
は
最

近
の
課
題
で
あ
る
と
感

じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
１
９
６
９

年
８
月
に
、
厚
生
省
人

口
問
題
研
究
所
（
当
時
）
は
、『
わ

が
国
人
口
再
生
産
の
動
向
』
と
題

す
る
中
間
報
告
及
び
「
将
来
人
口

推
計
」
を
矢
継
ぎ
早
に
発
表
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
発
表
で
は
日
本

の
人
口
が「
昭
和
85
年
〜
90
年
の

間
に
約
１
億
３
千
万
人
で
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
そ
の
後
減
少
す
る
こ

と
」「
高
齢
者
人
口
比
が
増
大
す

る
こ
と
」が
示
さ

れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
解

消
を
目
指
す
、所

得
向
上
、住
宅
生

活
環
境
改
善
整

備
、子
ど
も
の
扶

養
負
担
軽
減
な

ど
が
中
間
報
告
で
は
提
言
さ
れ

て
い
た
。
警
鐘
が
半
世
紀
前
に
鳴

ら
さ
れ
、
掲
げ
ら
れ
た
対
策
も
的

を
射
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

に
そ
っ
た
進
路
に
舵
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
は
ず
の
政
府
に
無

視
さ
れ
た
か
、
少
な
く
と
も
効
果

の
あ
る
政
策
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

一
般
に
人
口
が
密
集
す
る
都

市
部
で
は
、
子
育
て
が
困
難
と
な

る
。
全
国
人
口
に
対
す
る
東
京
都

人
口
の
割
合
の
推
移
を
見
て
み

よ
う
。
１
９
５
５
年
に
は
、
東
京

都
人
口
割
合
は
、
８
・
９
％
だ
っ

た
。こ
れ
が
65
年
に
は
11
・
０
％

と
上
昇
す
る
。
そ
の
後
や
や
減
少

し
、
２
０
０
０
年
に
は
９
・
５
％

ま
で
減
少
し
た
も
の
の
、
21
世
紀

に
上
昇
に
転
じ
、15
年
に
は
10
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
５

年
に
お
け
る
東
京
圏
（
東
京
都
、

神
奈
川
県
、埼
玉
県
、千
葉
県
）の

人
口
は
、
約
３
６
１
４
万
人
と
な

っ
て
お
り
、
全
国
人
口
の
28
・

４
％
を
占
め
て
い
る
。
道
内
で
見

て
も
、
２
０
０
０
年
に
お
け
る
札

幌
市
人
口
の
道
内
人
口
に
対
す

る
割
合
は
、
32
・
１
％
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
上
昇
を
続
け
、
15
年

に
は
36
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
の
北
海
道
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
全
国
平
均
を
下

回
る
１
・
29
で
あ
る
が
、
札
幌
市

は
さ
ら
に
低
い
１
・
16
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
口
移

動
は
、
少
子
化
を
目
指
す
方
向
に

行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

人
口
が
集
中
す
る
こ
と
は
、
自

治
体
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
上

下
水
道
供
給
、
家
庭
ゴ
ミ
蒐
集
な

ど
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
方
中
枢
拠
点
都
市

は
、
自
治
体
行
政
の
効
率
化
視
点

行
政
の
効
率
化
が
招
く
人
口
減
少

北海学園学術研究助成事業報告 ⑥

人口の地方中枢拠点都市
集中時代の
過疎地自治・過密地自治

研究
課題

法学部教授 佐
�

藤
� �

克
� �

廣
� �

一
九
五
四
年
秋
田
県
平
鹿
郡
醍
醐
村
に
生
ま
れ
る
。一
九
七
二
年

秋
田
県
立
横
手
高
校
卒
業
後
中
央
大
学
法
学
部
政
治
学
科
に
入

学
。同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修

了
。
一
九
八
一
年
同
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
同

年
四
月
北
海
学
園
大
学
法
学
部
専
任
講
師
。助
教
授
を
経
て
一
九

九
四
年
教
授
。
北
海
学
園
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長
を
歴
任
。

専
門
は
行
政
学
。
主
な
著
書
・
論
文
に『
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
基
礎
行

政
学
〔
第
三
版
〕』（
共
著
）、「
指
定
都
市
の
住
民
自
治
の
現
状
と

課
題
」（『
市
政
研
究
』
第
一
八
一
号
）、「
自
治
体
に
お
け
る
公
共

施
設
管
理
の
展
望
」（『
計
画
行
政
』
第
三
九
巻
二
号
）な
ど
。

２
０
１
７
年
９
月
半
ば
よ
り
半
年

間
、
University College Lon-

don（
University of London

の
一
部
で
Ｕ
Ｃ
Ｌ
と
呼
ば
れ
る
）
の

専
門
職
大
学
院
で
あ
る
、「
教
育
研
究

所
」（
Institute of Education -

IoE）
で
在
外
研
修
を
し
ま
し
た
。

Ｉ
ｏ
Ｅ
は
研
究
ベ
ー
ス
の
大
学
院

大
学
で
、
研
究
者
と
院
生
し
か
い
ま

せ
ん
。ま
た
、こ
の
大
学
院
の
位
置
づ

け
と
し
て
、
国
の
教
育
の
方
針
に
助

言
を
す
る
役
割
が
あ
り
、
特
に
グ
ロ

ー
バ
ル
教
育
に
関
す
る
研
究
で
は
世

界
で
屈
指
で
あ
り
、
世
界
中
の
研
究

者
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
大
き
く
捉
え

て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
（
Global

Education）」
な
の
で
す
が
、
日
本

で
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
」と
い
え
ば
英
語

が
話
せ
る
か
ど
う
か
、あ
る
い
は「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
よ
う
に
経
済
効

果
と
直
接
結
び
つ
け
る
形
で
捉
え
る

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
Ｉ

ｏ
Ｅ
の
教
育
研
究
の
基
本
は
、人
権
、

環
境
、
開
発
、
貧
困
、
難
民
等
の
「
世

界
の
課
題
を
い
か
に
し
て
自
分
事

（
じ
ぶ
ん
ご
と
）
に
で
き
る
か
、
日
常

の
中
に
見
出
せ
る
か
」
の
教
育
で
あ

り
、
そ
の
課
題
解
決
の
た
め
の
自
己

理
解
、
他
者
理
解
で
あ
り
、
ま
た
、
課

題
解
決
の
た
め
の
思
考
力
と
行
動
力

を
高
め
る
教
育
で
す
。ま
た
、問
題
意

識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
対
話
の
た
め

の
外
国
語
教
育
が
必
要
と
な
る
の
で

す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
「
世
界
の
課

題
」
は
日
本
で
海
を
隔
て
て
暮
ら
し

て
し
ま
う
と
対
岸
の
火
事
の
よ
う
に

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
は

目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
世
界
の
危
機

で
あ
る
こ
と
を
、
大
学
院
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
、ロ
ン
ド
ン

で
暮
ら
し
て
い
る
と
痛
感
し
ま
す
。

さ
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
暮
ら
す
人
々

の
民
族
の
多
様
性
、柔
軟
性（
い
い
加

減
さ
と
も
言
う
）は
相
変
わ
ら
ず
で
、

こ
の
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
感
が
愛
す
べ
き

街
で
す
。
新
し
い
形
の
ア
ー
ト
や
コ

ン
サ
ー
ト
が
連
日
ど
こ
か
で
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
古
き
良
き
も
の
も
大
切

に
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
半

年
間
の
滞
在
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学

生
寮
を
拠
点
に
し
ま
し
た
。毎
晩
、中

庭
に
面
し
た
ど
こ
か
の
部
屋
の
窓
か

ら
は
、
必
ず
夜
通
し
明
か
り
が
漏
れ

て
い
て
、
Ｐ
Ｃ
に
向
か
う
各
国
か
ら

の
学
生
た
ち
が
見
え
ま
す
。
世
界
中

の
学
生
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
な
が
ら
、

帰
国
後
は
北
海
学
園
大
学
の
学
生
の

問
題
意
識
を
高
め
る
た
め
の
教
育
に

力
を
入
れ
た
い
と
思
う
毎
日
で
し

た
。

真
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」と
は
？

経
営
学
部
教
授石�

�

井�

晴�
�

子�大学正面

学生寮

ロンドン3月雪！

University
College
London

ポートランド市のNeighborhood Coalitions
の一つSWNIの会議の様子

2018年7月  西日本豪雨土砂災害 広島県広島市
（提供： 防災システム研究所 山村武彦氏）
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科博士課程・畑田瞬氏

９
１
８
年
の
夏
に
内
村
が
北
海

道
を
旅
し
た
時
の
旅
行
記
「
北
海

道
訪
問
記
」
を
通
し
て
、
内
村
の

北
海
道
観
、
日
本
観
、
自
然
観
を

解
説
し
た
。
第
２
部
は
視
野
を
世

界
に
向
け
、

小
柳
准
教

授
が
、
生
前
か
ら
世
界
各
地
で
読

ま
れ
て
い
た
内
村
の
著
作
物
と
、

実
際
に
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た

か
を
紹
介
。
最
後
に
２
人
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
今

日
、
内
村
を
改
め
て
読
み
直
す
意

義
に
つ
い
て
考
え
た
。

第
16
回
人
文
学
の
挑
戦

×
北
海
道
み
ら
い
事
業

れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
内
村
鑑
三
の

生
き
た
北
海
道
、
世
界
が
読
ん
だ

内
村
鑑
三
」。
講
師
は
、
関
西
学
院

大
学
神
学
部
・
岩
野
祐
介
教
授

と
本
学
人
文
学
部
・
小
柳

敦
史
准
教
授
。

内
村
鑑
三
は
近
代
日
本
を
代

表
す
る
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
で

無
教
会
運
動
の
創
始
者
。
江
戸
生

ま
れ
で
、
札
幌
農
学
校
在
学
時
に

キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
。

第
１
部
で
は
岩
野
教
授
が
、
１

内
村
鑑
三
に
と
っ
て
の
北
海
道
と
は

法
学
部
カ
フ
ェ

昨
年
末
、
著
書
『
冷
戦
の
終

焉
と
日
本
外
交
─
鈴
木
・
中

曽
根
・
竹
下
政
権
の
外
政
 １

９
８
０
〜
１
９
８
９
年
』を
上

梓
し
た
法
学
部
・
若
月
秀
和

教
授
を
話
し
手
に
迎
え
、
第

47
回
法
学
部
カ
フ
ェ
が
５
月

19
日
、
カ
フ
ェ
 エ
ス
ト
ラ
ー

ダ
で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は

「
平
成
の
終
わ
り
に
〈
昭
和
末

期
〉を
振
り
返
る
〜
１
９
８
０

年
代
の
日
本
外
交
〜
」。
聞
き

手
は
、北
海
道
大
学
公
共
政
策

学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の

瀬
川
高
央
先
生
、本
学
大
学
院

法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士

課
程
の
畑
田
瞬
氏
。

米
ソ
対
立
が
先
鋭
化
し
た

新
冷
戦
時
代
の
１
９
８
２
年

に
鈴
木
政
権
を
継
い
だ
中
曽

根
政
権
は
、〝
西
側
の
一
員
〟

と
い
う
旗
印
の
下
、
米
国
を

は
じ
め
中
韓
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、

ソ
連
と
良
好
、
適
正
な
関
係

を
保
ち
、『
全
方
位
外
交
』
を

実
質
的
に
達
成
し
た
。
し
か

し
８
５
年
以
降
、
新
冷
戦
が

緩
和
す
る
と
、
日
米
経
済
・

技
術
摩
擦
問
題
や
中
韓
両
国

と
の
歴
史
認
識
問
題
、
さ
ら

に
売
上
税
問
題
で
消
耗
。
次

の
竹
下
政
権
で
は
、
消
費
税

法
案
の
成
立
、
昭
和
天
皇
の

御
不
例
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
な
ど

1980年代の日本外交を振り返る

で
外
交
は
失
速
し
た
。

若
月
教
授
は
、「
日
本
外
交
は

８
５
年
以
降
、
国
際
環
境
の
急
激

な
局
面
変
化
に
十
分
対
応
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
日
本
外
交
の
対

応
能
力
の
弱
さ
は
、
現
在
も
朝
鮮

半
島
情
勢
に
お
い
て
見
ら
れ
、
目

前
の
国
際
状
況
を
固
定
的
に
と

ら
え
過
ぎ
る
と
こ
ろ
が
伝
統
的

な
弱
点
だ
」と
指
摘
し
た
。

経
済
学
部
は
７
月
13
日
、33
番

教
室
で
、
株
式
会
社
四
万
十
ド
ラ

マ
代
表
取
締
役
・
畦
地
履
正
氏

を
お
招
き
し
「
地
域
活
性
化
の
秘

訣
を
教
え
ま
す
!!
─
四
万
十
ド

ラ
マ
20
年
越
し
の
歩
み
か
ら
─
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

四
万
十
ド
ラ
マ
は
「
地
域
に
あ

る
も
の
を
活
か
し
て
四
万
十
川

を
か
け
て
１
万
本
ま
で
増
や
し

た
。
ま
た
、
８
月
11
日
に
は
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
全

国
か
ら
支
援
を
募
り
、
直
営
店

「
と
わ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
地
域
に
あ

る
も
の
を
継
承
し
、
若
い
人
材
が

活
躍
で
き
る
場
所
を
め
ざ
し
て

い
る
と
い
う
。

本
学
経
済
学
部

の
大
貝
健
二
ゼ
ミ
は
昨
年
度
、
地

域
研
修
で
四
万
十
町
を
訪
れ
、
20

年
越
し
の
仕
組
み
づ
く
り
と
成

果
を
直
に
学
ん
だ
。
畦
地
氏
は

「
若
い
か
ら
こ
そ
ど
ん
ど
ん
失
敗

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
２
度
と
失

敗
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

成
功
の
秘
訣
」と
話
し
た
。

http://shim
anto-dram
a.jp

経
済
学
部
特
別
講
演

に
負
担
を
か
け
な
い
も
の
づ
く

り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
事
業
展
開

し
て
い
る
。
地
域
の
人
・
産
物
・

文
化
な
ど
を
調
査
し
、
地
元
住
民

と
協
力
し
て
地
域
資
源
に
付
加

価
値
を
つ
け
た
商
品
を
開
発
。
和

紅
茶
や
う
な
ぎ
、
栗
の
お
菓
子
、

新
聞
バ
ッ
ク
な
ど
、
地
元
の
素
材

を
生
か
し
た
た
く
さ
ん
の
商
品

を
、
道
の
駅
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ
で
販
売
し
て
い
る
。

畦
地
氏
は
、
現
在
力
を
い
れ
て

い
る
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
栗
１

万
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
。
８

０
０
本
あ
っ
た
栗
の
木
が
５
年

前
に
は
18
本
に
減
少
し
、
約
４
年

株式会社四万十ドラマ
畦地履正代表取締役

四
万
十
か
ら
地
域
活
性
化
学
ぶ

科
学
技
術
と
経
済
発
展
が
至

上
価
値
と
な
っ
た
現
代
で
は
、
人

文
学
は
客
観
性
、
普
遍
性
、
実
証

性
に
欠
け
る
趣
味
的
学
問
と
見

な
さ
れ
て
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世

界
に
お
い
て
す
ら
恒
常
的
な
退

却
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ

ラ
ー
の
用
法
に
従
え
ば
、
そ
れ
は

「
パ
ン
の
た
め
の
学
問
」
と
は
対

極
の
、「
精
神
を
た
だ
精
神
と
し

て
だ
け
楽
し
ま
せ
る
よ
う
な
学

問
」
の
部
類
に
属
し
ま
す
。
こ
の

種
の
学
問
は
た
し
か
に
実
益
に

は
直
接
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
人
間
基
礎
力
を
育

成
す
る
学
問
と
し
て
、
長
い
人
生

を
歩
む
上
で
不
可
欠
の
思
考

力
・
判
断
力
・
想
像
力
を
培
い

ま
す
。

人
文
学
は
《
人
間
と
そ
の
文
化

を
総
合
的
に
探
究
す
る
学
問

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

》
で

す
。
人
文
知
を
身
に
付
け
た
人

は
、
多
く
の
所
与
を
総
合
的
に
概

観
し
、
そ
れ
ら
の
間
に
働
く
意
味

関
連
を
発
見
し
て
、
問
題
の
所
在

（
ト
ポ
ス
）
が
ど
こ
に
あ
る
か
を

見
抜
く
眼
識
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
人
文
学

は
現
代
社
会
に
お
い
て
不
用
で

あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
い
ま
こ

そ
必
要
な
《
総
合
学
》
で
す
。
こ

れ
こ
そ
が
人
文
学
の
「
非
実
用
的

有
用
性
」
な
の
で
す
。

前
半
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
つ
い
て
、最

近
使
わ
れ
始
め
た
家
庭
用
ス
マ

ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
General Electric

社
に
お
け
る
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ

ン
整
備
、
小
松
製
作
所
で
の
建
設

機
械
管
理
の
サ
ー
ビ
ス
実
例
に

つ
い
て
、
ま
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
簡
便
に

実
現
す
る
た
め
の
ミ
ド
ル
ウ
ェ

ア
や
専
用
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の

解
析
手
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。

後
半
は
Industry4.0
と
呼

ば
れ
る
次
世
代
製
造
技
術
へ
の

発
展
に
つ
い
て
紹
介
し
、
最
後
に

私
の
関
わ
っ
て
い
る
規
格
開
発

が
ど
う
関
連
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
展
望
を
話
し
ま
し
た
。

の
か
を
解
説
し
、
続
い
て
、
中
学

生
レ
ベ
ル
の
英
語
を
上
手
く
使

い
こ
な
す
た
め
の
習
得
方
法
と

練
習
の
コ
ツ
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
演

と
し
て
、
来
場
者
が
ペ
ア
と
な
り

英
会
話
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
22

名
の
来
場
者
が
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
楽
し
み
な
が
ら
「
使
え
る
英

語
」
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
連
携
特
別
講
座

地
域
連
携
特
別
講
座

地
域
連
携
特
別
講
座

地
域
連
携
特
別
講
座

地
域
連
携
特
別
講
座
共
通
テ
ー
マ「
知
識
の
萌
芽
２
０
１
8
」

第4回第4回
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の

使
え
る
英
語
習
得
の
コ
ツ

7月11日

経
営
学
部
教
授   

内
藤　

永

な
い
と
う

ひ
さ
し

7月17日

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
モ
ノ
づ
く
り
の
発
展

工
学
部
教
授   

菊
地  

慶
仁

き
く
ち

よ
し
ひ
と

経営学部・内藤永教授 安酸敏眞学長

北
海
学
園
大
学
学
長   

安
酸  

敏
眞

や
す
か
た

と
し
ま
さ

人
文
知
の
非
実
用
的
有
用
性

7月5日

よ
う
に
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

は
多
数
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
北
広
島
市
は
ア
ジ
ア
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
の
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
候
補

地
と
し
て
外
国
人
観
光
客
が
激

増
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
世
界
で
は
ど
の
よ

う
な
英
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る

本
学
地
域
連
携
推
進
機
構
は
第
４
回
地
域
連
携

特
別
講
座
を
７
月
５
日
、11
日
、17
日
の
３
回
に
わ

た
り
、北
広
島
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

こ
の
公
開
講
座
は
、大
学
の
社
会
的
機
能
の
一
つ

で
あ
る
教
育
・
研
究
成
果
を
広
く
社
会
に
還
元
し
、

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
等
の
目
的

実
現
の
た
め
に
、平
成
27
年
度
か
ら
道
内
市
町
村
と

の
連
携
に
よ
っ
て
開
催
し
て
い
る
。

工学部・菊地慶仁教授

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
中
小

企
業
ま
で
も
が
海
外
進
出
す
る

講演の様子（7月17日）

７
月
15
日
、
紀
伊
國
屋
書
店
札

幌
本
店
で
人
文
学
部
の
イ
ベ
ン

ト
「
人
文
学
の
挑
戦
」
が
開
催
さ

関西学院大学・岩野祐介教授（左）と
本学人文学部・小柳敦史准教授

政
治
に
と
っ
て
の
「
平
成
」
は
、

55
年
体
制
が
崩
壊
し
、
政
界
再
編

に
突
入
す
る
激
動
の
30
年
だ
っ

た
と
総
括
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

激
動
の
平
成
政
治
を
貫
く
キ
ー

ワ
ー
ド
が
「
改
革
」
で
す
。

ま
ず
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
に
端

を
発
し
、
カ
ネ
の
か
か
る
派
閥
政

治
を
見
直
す
べ
く
、
衆
議
院
の
選

挙
制
度
改
革
を
柱
と
し
た
政
治

改
革
が
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
55
年
体
制
は
崩
壊
し
、
政
府

─
与
党
関
係
に
お
け
る
首
相
の

優
位
が
確
立
さ
れ

ま
し
た
。

次
い
で
、
政
府
内

に
お
け
る
首
相
の

指
導
力
強
化
の
た

め
、
行
政
改
革
が
実

行
さ
れ
ま
す
。
２
０
０
１
年
発
足

の
小
泉
純
一
郎
内
閣
は
、
構
造
改

革
を
旗
印
に
、
首
相
の
強
い
指
導

力
を
見
せ
つ
け
ま
す
。
小
泉
氏
が

強
い
首
相
た
り
え
た
の
は
、
２
つ

の
改
革
の
成
果
に
依
る
と
こ
ろ

が
大
で
す
。

民
主
党
政
権
は
党
内
対
立
が

激
化
し
て
支
持
を
失
い
ま
す
が
、

こ
こ
に
も
異
な
る
考
え
の
政
党

同
士
の
大
同
団
結
を
促
す
選
挙

制
度
改
革
の
結
果
が
み
て
と
れ

ま
す
。

そ
し
て
、
官
邸
の
力
が
強
く
、

官
僚
の
忖
度
が
指
摘
さ
れ
る
安

倍
一
強
の
現
在
も
ま
た
、
首
相
の

指
導
力
強
化
を
図
っ
て
き
た
諸

改
革
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い

え
る
の
で
す
。

講
演
で
は
、
平
成
を
社
会
に
お

け
る
主
体
の
多
様
化
の
時
代
と

と
ら
え
、
司
法
に
よ
る
多
様
性
の

承
認
を
中
心
に
話
を
進
め
た
。
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
社
会

参
加
の
主
体
が
多
様
化
し
、
そ
れ

に
対
応
し
た
制
度
の
整
備
や
不

平
等
の
解
消
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
反
映
す
る

よ
う
に
、
最
高
裁
で
も
、
と
り
わ

け
家
族
法
分
野
に
お
い
て
、
法
の

下
の
平
等
に
関
連

し
て
判
例
変
更
を

伴
う
違
憲
判
決
が

複
数
出
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
講
演
で
は

こ
の
判
例
変
更
に

つ
い
て
も
解
説
し
た
。

今
回
は
、
社
会
の
変
化
や
国
際

状
況
を
理
由
に
多
様
性
に
寛
容

な
態
度
を
見
せ
た
司
法
の
変
化

に
焦
点
を
当
て
た
た
め
、
全
体
と

し
て
楽
観
的
と
の
印
象
を
与
え

た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
司
法
と
並
ん
で
立
憲

主
義
の
担
い
手
と
な
る
べ
き
国

会
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
部
門

の
現
状
を
見
れ
ば
、
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
は
決
し
て
楽
観
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
関

し
て
は
講
演
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
も
強
調
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

参
加
者
各
位
に
は
拙
い
話
に

大
変
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
し
た
い
。

法学部・山本健太郎准教授

法学部・館田晶子教授

「
平
成
」
は
「
国
内
外
の
平
和
が

達
成
さ
れ
る
」
と
い
う
願
望
が
込

め
ら
れ
た
元
号
で
あ
る
が
、
平
成

末
期
の
現
在
の
日
本
社
会
は
、
国

家
主
義
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

高
揚
、
監
視
社
会
化
、
思
想
・
表

現
の
自
由
を
含
む
市
民
的
自
由

の
萎
縮
、
メ
デ
ィ
ア
の
番
犬
機
能

の
低
下
が
目
立
つ
。
こ
の
よ
う
な

問
題
意
識
か
ら
講
演
で
は
以
下

の
こ
と
に
言
及
し
た
。

国
際
社
会
は
、
日
本
の
民
主
主

義
は
欠
陥
が
あ
り
（
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
）、

報
道
の
自
由
は
顕
著

な
問
題
が
あ
り
（
国

境
な
き
記
者
団
）、メ

デ
ィ
ア
の
自
由
と
独

立
に
懸
念
が
あ
る
と
指
摘
す
る

（
David Kaye「
表
現
の
自
由
」

国
連
特
別
報
告
者
）。
そ
れ
は
、
昨

今
、
進
ん
で
い
る
情
報
統
制
に
起

因
す
る
。
国
家
機
密
法
制
の
整

備
、
有
事
法
制
の
拡
大
強
化
、
監

視
社
会
の
本
格
化
（
共
謀
罪
の
新

設
等
）、
公
文
書
の
恣
意
的
運
用
、

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
拡

大
等
に
よ
り
情
報
統
制
が
強
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
閉
塞
感
を
打
破

す
べ
く
、
政
府
は
民
主
主
義
の
理

念
を
再
確
認
し
て
情
報
統
制
体

制
か
ら
脱
却
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
メ
デ
ィ
ア
は
番
犬
機
能
の
確

立
・
強
化
に
努
め
、
市
民
は
「
第

五
の
権
力
」
と
し
て
い
わ
ゆ
る
権

力
や
メ
デ
ィ
ア
の
監
視
を
強
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

講演3「
平
成
」は
平
成
？

　
│
情
報
統
制
の
時
代
に

法
学
部
教
授   

韓  

永
學

（
マ
ス
コ
ミ
論
）

は
ん

よ
ん
は
く

講演1

法
学
部
准
教
授   

山
本  

健
太
郎

（
現
代
政
治
学
）

や
ま
も
と

け
ん

た

改
革
の
果
て
に

　
│
日
本
政
治
激
動
の
30
年

ろ
う

講演2

立
憲
主
義
と

人
権
保
障
の
30
年

法
学
部
教
授   

館
田  

晶
子

（
憲
法
学
）

だ

あ
き

こ

た
て

平
成
と
は
何
だ
っ
た
の
か

平
成
と
は
何
だ
っ
た
の
か

平
成
と
は
何
だ
っ
た
の
か

２
０
１
８
年
度 

市
民
公
開
講
座　

法学部・韓永學教授

法
学
部
の
教
員
３
名
に
よ
る
市
民
公
開
講
座
が
７
月
14
日
、Ｃ
31
番

教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
今
上
天
皇
の
生
前
退
位
決
定
に
よ
り
、
２
０
１

９
年
４
月
末
に
30
年
の
節
目
を
も
っ
て
終
わ
り
を
迎
え
る
「
平
成
」
に

つ
い
て
、
政
治
・
法
律
・
教
養
の
３
つ
の
観
点
か
ら
総
括
し
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
の
10
年
、
20
年
を
展
望
し
た
。

各
講
師
の
研
究
成
果
を
盛
り

込
ん
だ
内
容
で
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
受
講
者
は
広
く
海
外
の

事
象
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。 5月12日のドイツ語、ドイツ文化講座

世
界
の
言
語
と
文
化
の

モ
ザ
イ
ク
を
眺
め
る

教
務
セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
ド
イ
ツ

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
、
ロ

シ
ア
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
の
５
種

類
の
言
語
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
市
民
公

開
講
座
が
、
５
月
12
日
か
ら
５
回

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は

社
会
貢
献
の
一
端
と
し
て
、
大
学

が
有
す
る
知
的
財
産
を
市
民
の

方
々
に
提
供
す
る
と
い
う
も
の
。
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未来を
掴め！

未来を
掴掴掴掴めめめめめめめめめめ！

キキャャリア支援センタリア支援センターーはは就職活就職活動動をを
    バックアップします！    バックアップします！

キャリア支援センターは就職活動を
    バックアップします！

主任  荒川 恭介
［主な担当］

インターンシップ、資格

ＣＤＡキャリアカウンセラー
主任  松山 周平
［主な担当］
公務員支援

ＣＤＡキャリアカウンセラー
主任  土井 緋佳留

［主な担当］
公務員支援、資格

ＣＤＡキャリアカウンセラー
事務長 河井 裕司
［主な担当］

企業・官公庁情報

書記 浅野 吹雪（工学部）

［主な担当］
工学部の就職指導全般

主任 青木 陽祐（工学部）

［主な担当］
工学部の就職指導全般

ＣＤＡキャリアカウンセラー
主任  村上 友基
［主な担当］
民間支援

ＣＤＡキャリアカウンセラー
係長  三浦 裕幸
［主な担当］

企業情報、民間支援

あら かわ きょう すけ まつ やま しゅう へい かわ い やす し あさ の ふぶ き あお き よう すけ むら かみ とも き み うら ひろ ゆきど い ひ るか

秘書検定 2級
ビジネスマナースペシャリスト
サービス接遇検定 2級
電話応対技能検定 3級
マイクロソフト オフィス
法学検定
宅地建物取引士
旅行業務取扱管理者
FP技能士 3級（ファイナンシャルプランナー）

日商簿記検定

金融実務
販売士検定（リテールマーケティング）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2018年度 学内資格講座開講スケジュール

全5回
全6回 全6回

全6回
全3回

全3回 全3回
ベーシック（基礎）全16回

スタンダード（中級）全18回

国内 全18回
総合 全25回

3級 全23回 3級 全23回
2級 全57回

3級DVD+スクーリング 全10回
2級DVD+スクーリング 全15回

全37回・他WEB演習あり

LIVE 全15回 DVD＋スクーリング 全3回

全4回
3級 全10回 2級 全16回

夏休み 春休み

3級DVD+スクーリング 全10回 

第二期  エントリー期第一期  準備期 第三期  選考期

３年生 ４年生学年

第
3
回
就
職
・
公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス（
進
路
登
録
カ
ー
ド
配
布
）

第
5
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
始

第
6
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

第
1
回
学
内
合
同
企
業
説
明
会

第
2
回
学
内
合
同
企
業
説
明
会

第
4
回
学
内
合
同
企
業
説
明
会

第
4
回
公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス

 （
2
月
〜
4
月
）

公
務
員
模
擬
試
験
開
始

公
務
員
講
座
終
了

公
務
員
試
験
願
書
配
布
開
始

公
務
員
直
前
ガ
イ
ダ
ン
ス

官
庁
別
2
次
対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス

特
別
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

筆
記
試
験
ス
タ
ー
ト

面
接
ス
タ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス

資
格
取
得
ガ
イ
ダ
ン
ス

第
1
回
就
職
・
公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス

職
業
適
性
検
査
実
施（
全
員
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
主
に
夏
休
み
期
間
）

進
路
登
録
カ
ー
ド
提
出（
全
員
）

筆
記
試
験（
S
P
I
）対
策
講
座

就
職
講
演
会

第
4
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス・

就
活
対
策
講
座
開
始

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
主
に
春
休
み
）

学
内
官
庁
業
務
説
明
会

学
内
業
界
研
究
会

学
内
O
B
・
O
G
訪
問

公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス

秋
試
験
に
向
け
て
の

就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

民
間
希
望
者

公
務
員
希
望
者

個
人
面
談（
全
員
）

第
2
回
就
職
・
公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス

学
習
方
法
ガ
イ
ダ
ン
ス 模

擬
面
接
開
始

面
接
・
面
接
カ
ー
ド
対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス

 （
5
月
〜
３
年
3
月
）

公
務
員
講
座
開
始

4 月月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 10 月 11 月11 月 12 月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

第
3
回
学
内
合
同
企
業
説
明
会

企業へのエントリー・入社試験スタート
企業説明会スタート・内定出し開始★ リクルートスーツ準備★ ★自己分析の開始

ミナトコム・就職情報会社への登録
業界・職種研究開始

面接・選考ピーク
内定出しピーク

2018 年度

公務員試験合格状況（過去4ヵ年）
国家公務員（総合職） 
国家公務員（一般職） 
国税専門官 
労働基準監督官
法務省専門職員
財務専門官 
裁判所職員一般職 
皇宮護衛官（大卒程度）
航空管制官 
自衛隊幹部候補生 
自衛隊一般曹候補生 

北海道職員

 一般行政
 教育行政
 技術
 警察行政
 小中学校事務
 障がい
その他都府県 技術

名  称 年（年度） 2015年（H26年度）2017年（H28年度）2018年（H29年度） 2016年（H27年度） 年（年度）名  称 2015年（H26年度）2017年（H28年度）2018年（H29年度） 2016年（H27年度）

北海道警察官 男子 女子
警視庁警察官  
上記以外の警察官 
東京消防庁 

札幌市職員

 行政
 土木・建築・電子
 学校事務
 福祉
 消防吏員
その他市町村 
国立大学等法人職員
その他公務員等（上記分類以外）
公務員合計   
教員 公立学校教員
 公立学校教員（臨時） 
公立学校教員合計
総　計 

66 74
12 15
10
1
2
36 24
5
2

11 15
89 126

25 10
58 69

18 15
47 32

621

59
16
9
1

44
12
3

5
103

9
94

19
60

669 572

62
7
17
1
1
34
10
6

10
122

13
556 525590 624

68

11
39

65 4779 50
674

1
95 52
15 29

1
1

3

1 2
4 5
2 1

1
7 3
10 9
60 30
13 4
11 5
14 29
3 1

1
95
20
2
1
3
4
1

4
10
63
11
8
8
4

89
30

6
6
1

5
10
46
25
11
35
7
1
1

8
3

5
2
1

（単位：人）

本格的な就職指導は、３年生の４月の第１回
就職ガイダンスから始まります。その後、４年生
まで６回にわたって実施する基本的なガイダン
スのほか、適宜、フォローガイダンス等を実施し
ています。
また、学生の就職意識の向上を目的として、各

種の就職支援講座を開講しています。さらに、就
職希望者全員への個人面談の実施、履歴書・エ
ントリーシートの書き方や面接トレーニングな
ど就活全般のきめ細やかな指導・相談に応じる
体制を整えています。

大学生の皆さんの本分は学業でありますが、並
行して社会人になるにあたっての準備を行うこ
とも重要です。
我々キャリア支援センターでは、就職・キャリ

ア相談、ガイダンスをはじめとして、就職に関す
るセミナーや公務員講座、各種資格講座等を皆さ
んに提供しています。
そして、皆さんが自

ら考えて行うサーク
ル活動、アルバイト等
で得た経験も大変重
要となります。是非、
目的を持って４年間
の大学生活を充実し
たものにしていただきたいと考えます。その集大
成が就職ということになります。自分を知り、社
会を知り、様々な業界・職種を知り、大学時代に
大きな成長を遂げてほしいと思っています。
進路のことで相談があったら、迷わずにキャリ

ア支援センター事務室をお尋ねください。

言うまでもなく、学生の本分は勉
学ですが、卒業と同時に、多くの方が
社会へ巣立つでしょう。そのお手伝
いをするのが、私たちキャリア支援
センターの仕事です。

学生の皆さんは、無数と言ってよ
いほどの就職先を前に迷います。そ
して、就職活動という未知の体験を
前に不安に駆られます。当然だと思います。
しかし、多くの先輩達が、現に進路を得て、社会で活躍

していることは紛れもない事実です。それと同時に、進路
を得るには、それなりの準備や努力が必要なこと、そし
て、そのために、当センターが提供するサービスを積極的
に利用しないのは、非常にもったいないことなのだとい
うことも理解してほしいと思います。
自分の状況を正しく認識し、自らの課題解決のために、

信頼できる資源を積極的に利用すること、それこそが皆
さんに求められていることです。当センターは、必ず皆さ
んの力になれます。

一人ひとりに応じた学習相談や面接対策、情
報提供なども当然行っていますが、筆記試験の
対策として、「公務員講座（有料）」を２年生の10
月から開講しています。受講生は毎年400名を超
える人気の講座となっています。教養・専門主
要科目を網羅した講座となっています。模擬試
験もセットになっており、試験直前期には８回
の模擬試験が受けられる内容になっています。

さらに、現役合格者による勉強会や相談会も
実施しており、公務員希望者には面接カードの
書き方や面接についてアドバイスします。

民間企業志望者へのサポート 公務員志望者へのサポート積極的な挑戦を

進路のことならなんでもご相談を

キャリア支援センター長

田
�

村
� �

卓
� �

哉
�

経営学部教授

キャリア支援センターは
学生のみなさんの味方です!!

ガイダンスや個人面談などきめ細かな指導

１年次の学生には、民間企業、公務員を問わ
ず、社会について考える「キャリアガイダンス」
科目も用意しています。仕事に対する意識を高
め、自ら将来構想を構築できる力を養います。

1 年次から職業意識を高める教育
就職が内定した学生が後輩に就職活動につい

てサポートするグループもあり、直近に就活を
経験した４年生からのアドバイスも気軽に受け
られるようにしています。

内定した学生が後輩の就活をサポート

2年次10月から公務員講座スタート
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社会で活躍する OB&OG社会で活躍する OB&OG
からのメッセージ！からのメッセージ！
社会で活躍する OB&OG
からのメッセージ！未来未来を掴を掴めめ！！未来を掴め！

私たちの就職活動体験記

物事に進んで取り組む主体性がある
他人に働きかけ巻き込む働きかけ力がある
目的を設定し確実に行動する実行力がある

現状を分析し目的や課題を明らかにする課題発見力がある
課題解決に向けたプロセスを明らかにし準備する計画力がある

新しい価値を生み出す創造力がある
自分の意見をわかりやすく伝える発信力がある

相手の意見を丁寧に聴く傾聴力がある
意見や違いや立場の違いを理解する柔軟性がある

自分と周囲の人々や物事との関連性を理解する情況把握力がある
社会のルールや人との約束を守る規律性がある

ストレスの発生源に対応するストレスコントロール力がある
基礎学力がしっかり身についている

論理的思考力がある

北海学園大学生を積極採用している企業に訊いた北海学園大の学生・卒業生の印象　　　　　　　　　　　回答数 228、複数回答
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

優れている どちらかというと優れている 普通 どちらかというと物足りなさを感じる 物足りなさを感じる

26.7 54.6 16.9 1.8
14.4 41.0 38.4 5.7 0.5

24.0 48.9 26.2 0.9
14.3 40 43.9 1.3 0.5
11.9 40.5 45.4 2.2
7.5 26.3 60.5 4.8 0.9

20.5 43.7 31.9 3.9
0.931.4 41.2 26.5

19.7 41.9 35.7 2.7
16.5 43.5 38.3 1.7

36.4 34.7 28.5 0.4
12.3 35.3 49.3 3.1
19.5 43.1 33.5 3.1 0.8

11.3 47.4 37.8 3.1 0.4

将来のためにこの１年間、勉強に集中
公務員になって人のためになる仕事をしよう

と 3年生の 4月から学内の公務員講座を受講。毎
日大学の図書館で、長いときは朝 9時から夜 10
時まで勉強しました。2月までは週に 1〜2回、居
酒屋でのアルバイトを続け、それが息抜きになる
と同時に、コミュニケーション力向上にも役立ち
ました。勉強する時は勉強、休むときは休むなど
メリハリのある時間の使い方を意識。学内官庁説
明会にも積極的に出席し、いろいろな人の話を聞
いてモチベーションを高めました。同じ公務員志
望の仲間の存在も大きな支えでした。苦しい時期
もありましたが、自分の将来を考え、仕事もプラ
イベートも充実させるためにも、この 1 年間は必
死に頑張りました。

法学部政治学科４年 入倉
� � � �

潤朗
�����

合格先：札幌市、国家公務員一般職、国税専門官
（8月21日現在）

ここで働きたいという強い思いを胸に

人文学部英米文化学科４年 羽
�

鳥
� �

純
���

奈
�

内定先：株式会社柳月

空間デザインを学びたくて建築学科へ。意
匠設計を主軸としたゼミに所属し、建築から
家具まで様々なスケールで空間について学
びました。空間デザイナーという『自分のな
りたい姿』を抱き臨んだ就職活動。『好きなこ
とを仕事にする』という言葉に惹かれ、ここ
しかない！と感じたのが現在の会社。『お客
様と一緒に行う家づくり』をモットーにイン
テリアコーディネーターを担当しています。

自分の好きなことを学び、好きなことを仕事に
コンピュータのものづくり分野はソフト

ウェアとハードウェアに分かれていますが、
大学では両分野を学び幅広い知識を身につ
けました。現在は、IoTと呼ばれる領域でソフ
トウェアの設計・開発業務を行っています。
自分が開発に携わったものが世の中へ出回
り、実際にお客様が使っているところを見る
と、「自分の作ったものが、目の前で動く」と
いう楽しさを実感できやりがいを感じます。

「自分の作ったものが、目の前で動く」楽しさを実感
生物に興味があり生命工学科に進学しま

したが、大学で情報分野に興味をもち、IT 企
業に就職。インフラ系のシステムを担当する
プログラマーです。大学のサークルで演劇を
やっていましたが、大学から補助金等があり
一般の劇団に劣らない舞台作りを経験しま
した。この経験が、プロジェクト運営等に役
立っています。システムづくりは大変です
が、とても楽しくやりがいのある仕事です。

生物から情報分野へ興味が広がりIT企業へ就職

現在、事業開発部で物流について勉強しな
がら新規事業立ち上げ等の仕事に携わって
います。モノを運ぶことによって生活を支え
ている物流は必要不可欠なもの。「北海道の
暮らしの役に立つことをしたい」という思い
を学生時代から強く持っていた私にとって、
現在の仕事はとてもやりがいを感じます。こ
れからも新しい知識をどんどん吸収し、でき
ることを広げていきたいと考えています。

物流の仕事で北海道の暮らしの役に立ちたい
北海道大学の事務職員として、主に会計の

仕事に従事。教職員への旅費の支給に関する
ことや、補助金及び寄付金などの外部資金に
関する業務などを行っています。旅費の業務
では、海外の航空会社に国際電話をかける機
会もあり、大学時代のネイティブの先生方を
はじめとする講義すべてが役立っています。
社会のニーズに応えるため、国際的なスキル
を持ち合わせた大学職員を目指しています。

国際的スキルを持ち合わせた大学職員を目指して
現在、自転車のルール通りの通行位置を明

示する取り組みなどに携わっています。大学
入学時、将来の夢ややりたいことはありませ
んでしたが 4 年間、勉強、サークル、バイト
を両立して、やりたい職業を見つけ、現在に
至っています。ぜひとも、個々で目標を設定
し、友人、先生、皆様をサポートしてくれる
職員の方々とともに、充実した大学生活を送
っていただきたいと思います。

充実した大学生活でやりたい職業を見つけてほしい

大学では、子どもの貧困など社会的問題に
ついて学んだり、ゼミでは札幌市が進める

「都心アクセス道路」についての賛否を調査。
テレビ局でのアルバイトも経験し、興味のあ
ることは、とことん掘り下げました。現在、名
寄支局で５市町村を担当し、事件事故や JR
問題、地域の話題やグルメ、平昌五輪選手な
どなんでも取材します。多様な経験を積める
のが今の仕事のやりがいです。

吹奏楽も旅行業も様々な人との関わりが楽しい
大学４年間、吹奏楽団で“人と関わること

の楽しさ”を学びました。ある人の一言が自
分の中でずっと生き続けていたり、簡単に自
分の考え方を変えてしまったり…そんな人
との繋がりが魅力で旅行会社の営業へ。社員
旅行や修学旅行のセールス、頂いた旅行の添
乗業務等を行っています。ある日は社長、あ
る日は小学生 100 人と、様々な方たちと密接
に関わっていけることが旅行業の魅力です。

5市町村をくまなく取材。多様な経験を積んでいます
行政や政治に興味・関心があり、大学では

憲法、地方自治法、行政法、地方政治論、公
共政策論などを学んで地方公務員の道へ。現
在所属する部署は町行政の総合計画・立案・
調整に関することや定住対策に関すること、
新エネルギーの推進に関する業務を行って
います。まだ自分のできる仕事は少ないです
が、いずれは組織の一端を担い、大学で学ん
だことを存分に発揮したいと思います。

大学で学んだことを行政の仕事で発揮したい

様々な業種の法人相手にリースの営業を
行っています。どれだけ相手に良い印象を持
って頂けるか、記憶に留めてもらえるか、人
間力が試されるところにやりがいを感じま
す。大学で経済を学び、また大学生活におい
ていろいろな方と関わり合いたくさんの考
え方や知識に触れ見聞が広がったことで、社
長さん相手でも対等に時局や世間話を語り
合えることが今の仕事に役に立っています。

人間力が試される営業にやりがいを感じています
入行 2 年間で預金・融資等を経験し、3年

目の現在は、個人のお客様に対し投資信託や
保険などの預かり資産を販売する業務です。
当行では入行して 3 年間は様々な業務を担
当します。勉強の毎日ですが、その分細かな
ニーズにも対応できるのが他の金融機関に
ない強み。まだ半人前ですが、「お金のことは
藤本さんに聞けば安心だね」とお客様に声を
かけて頂いた時はやりがいを感じました。

大学での様々な経験が今の仕事に役立っています
現在、融資・農家経営対策課ローンセンタ

ーに所属し、住宅ローンやマイカーローンな
ど融資に関わる手続きや審査業務に携わっ
ています。学生時代は経済学部の学生団体に
所属し活動。学内外の教授や学生と関わる機
会が多く、様々な年代や地域の方と会って話
をする大切さを経験しました。仕事は相手が
いて成り立つもの。社会人になったいま、こ
の経験がとても良かったと感じています。

様々な業務を経験し、お客様のニーズに対応

株式会社ロゴスホーム
登別室蘭店
佐野 文香
工学部建築学科
2016 年度卒業

リコー I Tソリュー
ションズ株式会社
上山　凌
工学部電子情報工学科
2014 年度卒業

日本アイビーエム・
ソリューション・
サービス株式会社
柳田 紗耶未
工学部生命工学科 
2015 年度卒業

岡本 杏子
人文学部日本文化学科
2017 年度卒業

国立大学法人
北海道大学
佐藤　豪
人文学部英米文化学科
2017 年度卒業

札幌市役所
建設局総務部自転車
対策担当課

幸楽輸送株式会社

澤村 圭吾
工学部社会環境工学科
2015 年度卒業

北海道新聞社
名寄支局
鈴木 宇星
法学部法律学科
2017 年度卒業

名鉄観光サービス
株式会社 函館支店
佐々木 彩
経営学部経営情報学科
2017 年度卒業

森町役場
企画振興課振興係

（兼）計画係
奈良 祐介
法学部政治学科 
2017 年度卒業

株式会社
北海道リース
米田 直己
経済学部経済学科
2016 年度卒業

北洋銀行
静内支店
藤本 祥子
経営学部経営学科
2015 年度卒業

あさひかわ農業
協同組合
中田 大嵩
経済学部地域経済学科 
2017 年度卒業

3 年生の夏休みにインターンシップに参加して
から就職への意識が高まり、学内 OB・OG 訪問や
学内業界研究会に積極的に足を運びました。内定
をいただいた柳月さんは第一志望。面接では、大
好きな北海道ブランドのお菓子業界で働きたい
という強い思いをぶつけました。また、YOSA
KOI ソーラン祭り学生実行委員会に入ってお祭
りの運営に携わったり、2年の春休みにオースト
ラリアに 1カ月留学して異文化を体験し、それが
きっかけで旅行業務取扱管理者の資格を取った
ことなど、いろいろなことに挑戦した大学生活を
話しました。就活のために何かをするのではな
く、1年生の時から興味を持ったことに取り組む
こと。それが結果的に就活にも活きてきます。
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第11回 ホームカミングデーホームカミングデーホームカミングデーホームカミングデーホームカミングデー

総会・懇親会「同窓の夕べ」「同窓の夕べ」「同窓の夕べ」「同窓の夕べ」「同窓の夕べ」
大丸プレイガイド、道新プレイガイド、北海学
園生協書店G’booKsにて販売いたします。
また、卒業期評議員、地域・職域支部評議
員、各学部世話人、協力団体、同窓会事務局
へお問い合わせください。

購入方法

会　券 5,000円（税込）
総会／18:00～18:30、同窓の夕べ／18:30～20:30 

同窓会 INFORMATION

10月6日（土） 受付 教育会館１階9:30～13:00
10:00～14：30

受付10月27日（土） 17:30～ 開場18:00～

講演 第6回『学園かえるカフェ』

10月6日～8日の3日間開催！
話し手

聞き手

松崎 霜樹さん（帯広市民ラジオ・スーパーバイザー兼プロデューサー）
山根 あゆみさん（HBCラジオ「カーナビラジオ午後一番！」パーソナリティ）
樽見 弘紀 教授 （法学部長）

時間：10:00～12:00  会場：7号館 2階 D20番教室

会　場 札幌パークホテル  ３階  パークホール

12:00～14:30／生協食堂10:00～16:00／生協食堂内スペース
毎年大好評！「カイロ施術」

12:00～売り切れ次第終了／教育会館1階　　
「北海マルシェ」産直～学園大OBによる野菜と果物即売会・特産品販売

11:00～17:00
1号館 1階 入試部前スペース

写真部OB会写真展学食deランチ

お問い合わせ 北海学園大学同窓会事務局 TEL 011-841-1161（内1148・1168）

○北海学園大学フリーフォームレスジャズオーケストラ  演奏
○いとたい  ライブ
○北海学園大学全学応援団指導部  演舞
○学園グレイトビンゴ 海外ペア旅行、温泉旅行ペア宿泊券、空気
清浄機など豪華景品が多数！

～周回遅れのトップランナーメディア？！～ラヂオの時間
無 料 無 料

無 料

食事券配布

お楽しみ
イベント

あ
る
国
の
あ
る
有
識
者
会
議

の
あ
る
委
員
は
、
あ
る
新
聞
で

こ
う
言
い
ま
し
た
。「
学
術
的
な

教
養
に
こ
だ
わ
る
従
来
の
文
系

学
部
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ロ
ー
カ

ル
大
学
に
は
も
は
や
不
要
で

す
。
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の
経
済
学
で

は
な
く
簿
記
会
計
を
、
憲
法
学

で
は
な
く
宅
建
法
を
、
シ
ェ
ー

ク
ス
ピ
ア
よ
り
も
観
光
業
で
必

要
な
英
語
を
こ
そ
学
ば
せ
る
べ

き
で
す
」。
ど
の
よ
う
な
学
生
を

想
定
し
て
い
る
か
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
に
暴
力
的

な
二
元
論
に
心
底
驚
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

本
書
は
人
文
学
部
の
教
員
６

名
が
各
自
の
専
門
領
域
（
日
本

近
現
代
文
学
、
思
想
史
、
フ
ラ
ン

ス
近
世
・
近
代
史
、
人
類
学
、
メ

デ
ィ
ア
論
、
地
理
学
）
か
ら
、
文

化
と
世
界
の
多
様
な
関
係
に
つ

い
て
論
じ
た
共
著
で
す
。
そ
の

さ
い
、
わ
た
し
た
ち
は
人
文
学

部
の
ポ
リ
シ
ー
に
あ
る
「
文
化

を
学
ぶ
、
世
界
と
繋
が
る
」
と
い

う
言
葉
に
注
目
し
ま
し
た
。
仕

事
、
良
心
、
主
権
、
暴
力
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）、津
波
―
―
ど
れ
も

め
ず
ら
し
い
言
葉
で
は
な
い
は

ず
で
す
。
ま
さ
に
わ
た
し
た
ち

の
足
元
に
あ
る
言
葉
か
ら
「
な

ぜ
文
化
を
学
べ
ば
、
世
界
と
繋

が
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」「
ど

の
よ
う
に
文
化
を
学
べ
ば
、
世

界
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
」
を
人
文
学
的
に
考
え
て
み

る
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
す
。

本
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
、
近

代
世
界
が
ど
れ
ほ
ど
流
動
的

で
、
つ
ね
に
新
し
い
不
具
合
に

さ
ら
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
を

指
摘
し
ま
し
た
。
大
学
に
お
い

て
学
生
は
何
を
ど
の
よ
う
に
学

ぶ
（
べ
き
）
か
―
―
こ
う
し
た
問

い
は
、
わ
た
し
た
ち
が
生
き
て

い
る
近
代
世
界
、
そ
し
て
わ
た

し
た
ち
が
受
け
継
ぎ
、
そ
し
て

日
々
生
み
出
し
て
い
る
文
化
を

根
本
的
に
問
い
直
す
よ
う
な
人

文
学
的
態
度
と
深
い
と
こ
ろ
で

結
び
つ
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
確
か
さ
を
喪

失
し
た
「
液
状
化
し
た
近
代
」
の

な
か
で
動
揺
す
る
こ
と
な
く
、

あ
れ
か
こ
れ
か
の
わ
か
り
や
す

く
性
急
な
二
者
択
一
か
ら
遠
く

離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
批
判
的

精
神
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
書
が
、

「
自
分
」
で
考
え
る
人
文
学
（
人

文
学
部
基
礎
ゼ
ミ
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
タ
イ
ト
ル
）
を
実
践
し
て

み
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
本

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

を

佐藤 貴史
人文学部准教授

さ  とう     たか   し

自著自著自著自著
語る語る語る 14

暴
力
的
な
二
元
論
か
ら
遠
く
離
れ
て

住
民
が
人
生
最
後
に
行
政
の

お
世
話
に
な
る
と
こ
ろ
が
火
葬

場
だ
が
、
成
田
さ
ん
は
火
葬
炉
の

受
注
の
た
め
に
全
道
の
自
治
体

を
回
っ
て
い
る
営
業
マ
ン
だ
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
鉄
鋼
な
ど

工
業
炉
の
製
造
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
宮
本
工
業
所
が
、
そ
の
高
い
燃

焼
技
術
を
活
か
し
て
火
葬
炉
も

手
が
け
、
今
で
は
全
国
約
７
０
０

カ
所
に
納
入
す
る
業
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
会
社
に
な
っ
て
い
る
。

「
札
幌
支
店
は
火
葬
炉
の
営
業
支

店
で
、
道
内
は
旭
川
市
、
釧
路
市

な
ど
約
40
カ
所
に
納
入
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
実
績
が
あ
り
ま
す
」。

火
葬
炉
の
営
業
は
、
各
自

治
体
の
５
年
、
10
年
の
総
合

計
画
に
、火
葬
場
の
新
築

工
事
や
改
修
工
事
、火
葬

炉
の
入
れ
替
え
計
画
が
組
み

込
ま
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

納
入
会
社
を
決
め
る
と
き

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
複

数
の
会
社
が
企
画
を
提
案
し

そ
の
中
か
ら
選
定
）。「
30
分

間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
必
死
で
す
が
、
選
定
前
ま

で
に
何
年
も
か
け
て
営
業

し
、
人
と
人
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
な
が
ら
、
う
ち
の
製

品
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
な
ん
で
す
」。

自
治
体
へ
の
営
業
で
強
み
と

感
じ
て
い
る
の
が
、
全
道
に
広
が

る
北
海
学
園
Ｏ
Ｂ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
だ
。「
学
園
出
身
と
い
う
こ

と
で
話
す
き
っ
か
け
に
な

り
、
営
業
の
突
破
口
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
」。

現
在
の
会
社
で
働
き
３
年

に
な
る
成
田
さ
ん
だ
が
、
実

は
大
学
卒
業
後
の
２
年
間
は

社
交
ダ
ン
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た

と
い
う
。

社
交
ダ
ン
ス
は
高
校
１
年

か
ら
始
め
、
大
学
在
学
中
に

プ
ロ
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
資
格
を
取
得
。
２
部

で
学
び
な
が
ら
、
昼
間
は
ダ

ン
ス
を
教
え
て
い
た
。

大
学
時
代
は
「
時
間
を
有
効
に

使
い
、
充
実
し
て
い
ま
し
た
ね
。

２
部
に
は
い
ろ
ん
な
職
業
、
年
代

の
人
た
ち
が
い
て
、
授
業
の
合
間

に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
。
毎
日
が

と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
」
と
懐
か

し
む
。
特
に
、
社
会
人
学
生
が
真

剣
に
学
ぶ
姿
に
刺
激
を
受
け
た
。

「
試
験
で
は
50
代
の
人
に
は
絶
対

負
け
ら
れ
な
い
と
、
必
死
で
勉
強

し
ま
し
た（
笑
）」。

思
い
起
こ
せ
ば
、
海
外
で
の
映

画
の
仕
事
を
夢
み
て
英
語
を
学

ぼ
う
と
英
米
文
化
学
科
に
進
学
。

今
、
海
外
で
の
仕
事
を
視
野
に
入

れ
「
学
生
時
代
に
英
語
の
資
格
を

取
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
ち

ょ
っ
ぴ
り
後
悔
し
て
い
る
と
い

う
。「
勉
強
や
資
格
取
得
な
ど
、
学

生
の
う
ち
に
で
き
る
こ
と
は
い

ろ
い
ろ
や
っ
た
方
が
い
い
。
社
会

に
出
て
か
ら
役
に
立
つ
か
ら
」
と

後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

現
在
、
三
児
の
父
。「
子
ど
も
が

大
き
く
な
っ
た
ら
時
間
を
見
つ

け
て
、
ま
た
ダ
ン
ス
を
や
り
た
い

で
す
ね
」。
成
田
さ
ん
は
ま
だ
夢

の
途
中
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

火葬炉の営業で全道奔走

な
り

た

ま
さ
し

成
田  

政

株
式
会
社
宮
本
工
業
所

札
幌
支
店 

産
技
環
境
営
業
部

人
文
学
部
英
米
文
化
学
科

（
平
成
20
年
度
卒・Ⅱ
13
期
生
） 

学園学 園学 園人人人脈記脈記脈記

械
店
と
い
う
名
前
で
会
長
の

父
・
繁
次
郎
氏
が
鉄
く
ず
の
回

収
業
を
始
め
、
そ
の
後
、
炭
鉱
や

鉄
鋼
所
払
下
げ
の
中
古
機
械
の

販
売
を
手
が
け
る
。

１
９
６
３
年
、
大
学
を
卒
業
し

た
理
氏
が
専
務
と
し
て
入
社
し
、

そ
の
年
に
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル

事
業
を
始
め
た
。
リ
ー
ス
や
レ
ン

タ
ル
と
い
う
発
想
の
な
か
っ
た

時
代
。「
賃
貸
料
金
表
」
を
作
っ
て

ゼ
ネ
コ
ン
に
営
業
し
て
も
、
最
初

は
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
。「
あ
そ
こ
の
息
子
は
何
を

考
え
て
い
る
ん
だ
、
道
楽
か
と
言

わ
れ
た
も
の
で
す
（
笑
）」。

し
か
し
、
道
内
で
も
札
幌
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
が
続
く
中
、
同
業
が
次
々
に

開
業
。

理
氏
は
１
９
７
２
年
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
年
に
仮
説
資
材

の
日
建
片
桐
リ
ー
ス
を
設
立
し
、

31
歳
で
社
長
就
任
。
１
９
７
８
年

片
桐
機
械
の
社
長
就
任
後
は
、
グ

ル
ー
プ
各
社
を
設
立
し
事
業
展

開
を
図
っ
て
い
っ
た
。
一
方
で
、

一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
機
械

前
号
の
名
塩
良
一
郎
氏
か
ら

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
の
が
、
片
桐

企
業
グ
ル
ー
プ
の
片
桐
理
会
長
。

そ
し
て
、
ご
子
息
の
片
桐
大
社
長

も
本
学
の
同
窓
生
だ
。

片
桐
グ
ル
ー
プ
は
、
１
９
６
３

年
に
道
内
で
初
め
て
建
設
機
械

の
レ
ン
タ
ル
を
始
め
、
以
来
、
建

設
関
連
を
中
心
に
物
流
、
介
護
用

品
、
イ
ベ
ン
ト
用
品
、
オ
フ
ィ
ス

用
品
な
ど
へ
と
市
場
を
広
げ
、
現

在
は
グ
ル
ー
プ
８
社
で
構
成
す

る
北
海
道
を
代
表
す
る
総
合
レ

ン
タ
ル
企
業
で
あ
る
。

創
業
は
１
９
３
５
年
、
片
桐
機

レ
ン
タ
ル
協
会
会
長
と
し
て
全

国
を
飛
び
回
り
、
業
界
を
牽
引
。

そ
の
業
績
な
ど
も
認
め
ら
れ
建

設
大
臣
賞
受
賞
、
60
歳
で
藍
綬
褒

章
を
受
章
し
た
。
そ
の
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。「
夫
婦
で
天
皇

陛
下
に
拝
謁
し
た
時
、
女
房
が

『
あ
な
た
、
こ
ん
な
勲
章
を
も
ら

え
る
よ
う
な
立
派
な
仕
事
を
し

て
い
た
の
ね
』
っ
て
（
笑
）。
ほ
と

ん
ど
家
に
い
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
ね
」。

２
０
１
３
年
、
企
業
経
営
50
年

を
区
切
り
に
理
氏
は
会
長
に
退

き
、
34
歳
の
大
氏
が
社
長
に
就

任
。
公
共
工
事
削
減
の
厳
し
い
状

況
の
な
か
、
若
き
社
長
は
遊
休
資

産
を
活
用
し
て
レ
ン
タ
ル
資
産

へ
投
資
す
る
な
ど
、
新
事
業
に
力

を
入
れ
た
。「
お
客
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
、
絶
え
ず
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ

う
と
い
う
精
神
だ
け
は
い
つ
も

持
っ
て
い
ま
す
」
と
、
父
親
譲
り

の
経
営
手
腕
を
発
揮
し
て
い
る
。

▼
▲
  ▼
▲
  ▼
▲

理
会
長
は
経
済
学
部
10
期
生
。

学
生
時
代
は
山
岳
部
で
活
動
し

た
。「
山
は
学
校
、
教
室
は
山
小

屋
。
そ
う
言
っ
て
い
た
先
輩
が
い

ま
し
た
が
、
年
間
１
５
０
日
く
ら

い
登
っ
て
ま
し
た
ね
」。
週
末
は

北
海
学
園
大
学
が
管
理
し
て
い

る
札
幌
岳
の
冷
水
小
屋
に
通
い
、

厳
冬
期
に
あ
え
て
難
し
い
山
を

選
ん
で
登
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
当
時
は
バ
ン
カ
ラ
的
な
考
え
方

で
し
た
か
ら
（
笑
）。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
で
決
断
力
や
忍
耐
力
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
が
養
わ
れ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
」。

北
海
学
園
大
の
卒
業
生
は
８

万
７
千
人
を
超
え
た
。
そ
の
強
固

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
世
界
で
は
と
り
わ
け
強
い
味

方
だ
。
理
会
長
は
今
で
も
そ
の
繋

が
り
を
大
事
に
し
、
同
窓
会
の
幹

事
や
経
営
者
仲
間
と
夫
婦
で
海

外
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
る
。

ま
た
、
大
社
長
も
「
社
会
に
出

て
か
ら
北
海
学
園
の
良
さ
、
人
脈

の
あ
り
が
た
み
を
知
っ
た
」
と
言

い
、
55
歳
以
下
を
中
心
と
し
た
学

園
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
る
次
世
代
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
で
も
、
様
々
な
業

種
の
人
た
ち
と
親
交
を
深
め
て

い
る
。

▼
▲
  ▼
▲
  ▼
▲

お
二
人
に
事
業
成
功
の
秘
訣

を
聞
い
た
。
理
会
長
は
「
運
が

90
％
。あ
と
は
女
房
の
支
え
」、大

社
長
は
「
厳
し
い
時
代
背
景
。
や

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
い

う
。
し
か
し
、
共
通
し
て
い
る
の

は
〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
〟
だ
。

大
社
長
が
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を

語
る
。「
他
社
と
の
差
別
化
を
図

る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、
商
品
の
価
値
を
広
げ
る
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
で
す
。
例
え

ば
、
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ン
ト
で
あ
れ

ば
レ
ン
タ
ル
す
る
だ
け
で
な
く
、

図
面
を
引
い
て
設
置
場
所
や
テ

ン
ト
の
設
営
・
撤
去
作
業
ま
で

提
案
す
る
。
ま
だ
ま
だ
裾
野
を
広

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」。

２
代
目
に
続
き
３
代
目
社
長

も
ま
た
、
常
に
時
代
の
先
を
見
据

え
て
走
り
続
け
る
。

親
子
二
代
時
代
の
先
端
を
走
る

片桐企業グループ

取締役会長     片桐
� � � �

理
���

氏

代表取締役社長  片桐
� � � �

大
���

氏

経済学部経済学科
昭和38年卒・10期生

経済学部経済学科
平成13年3月卒・48期生

第 5 回

片桐企業グループ取締役会長・片桐理氏（左）と代表取締役社長・片桐大氏

理氏が社長在任中は毎年9月に新入社員
を率いて札幌岳登山が行われていた

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

片
桐
理
／
１
９
４
１
年
札
幌
市
生
ま
れ
。１

９
６
３
年
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

同
年
、片
桐
機
械
入
社
、専
務
取
締
役
。１
９

７
８
年
代
表
取
締
役
社
長
、以
降
、関
連
会

社
社
長
を
歴
任
。２
０
１
３
年
グ
ル
ー
プ
会

社
各
社
取
締
役
会
長
。一
般
社
団
法
人
日
本

建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
会
長
な
ど
を
歴

任
。２
０
１
１
年
建
設
大
臣
表
彰
。２
０
１

３
年
藍
綬
褒
章
受
章
。 

片
桐
大
／
１
９
７
８
年
札
幌
市
生
ま
れ
。２

０
０
１
年
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

２
０
０
３
年
、片
桐
企
業
グ
ル
ー
プ
入
社
。

２
０
１
０
年
代
表
取
締
役
副
社
長
。２
０
１

３
年
代
表
取
締
役
社
長
。

佐藤貴史・仲松優子・村中亮夫［編著］
田中綾・手塚薫・柴田崇［著］

『はじめての人文学
─文化を学ぶ，世界と繋がる』

知泉書館 2018年
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ー
チ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

学
ぶ
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
世

界
中
に
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
を

作
る
こ
と
が
一
番
楽
し
み
で
す
」

と
目
を
輝
か
せ
る
。

伊
藤
さ
ん
が
「
ほ
っ
か
い
ど
う

未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
へ
の
応

募
を
決
め
た
時
、
計
画
書
提
出
期

限
ま
で
２
週
間
し
か
な
か
っ
た
。

「
通
常
は
３
カ
月
近
く
か
か
る
と

言
わ
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
内
藤
先

生
や
先
輩
た
ち
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
、
毎
日
遅
く
ま
で
頑
張
り

ま
し
た
。
選
ば
れ
た
の
は
周
り
の

人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
」。

「
僕
の
武
器
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
好
奇
心
、
行
動
力
」

と
い
う
よ
う
に
、
と
に
か
く
前
へ

前
へ
突
進
す
る
勢
い
に
周
り
が

巻
き
込
ま
れ
、
お
も
わ
ず
手
を
差

し
伸
べ
て
し
ま
う
不
思
議
な
力

が
あ
る
よ
う
だ
。

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

タ
イ
の
観
光
地
に
行
っ
た
と
き
、

持
ち
前
の
行
動
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
発
揮
し
て
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
日
本
人
数

十
人
に
声
を
か
け
写
真
を
撮
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
写
真
が
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
、
副
賞
と
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
旅
行
を
ゲ
ッ
ト
。
７
月

上
旬
に
渡
豪
し
、「
留
学
前
の

い
い
語
学
研
修
と
な
っ
た
」

と
話
す
。
積
極
的
に
動
く
こ

と
で
運
も
味
方
に
つ
け
、
可

能
性
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
る
。

伊
藤
さ
ん
の
将
来
の
目
標
は
、

観
光
へ
の
波
及
効
果
が
高
い
テ

ニ
ス
の
世
界
大
会
を
北
海
道
に

誘
致
す
る
こ
と
。
そ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、「
北
海
道
は
テ
ニ
ス
の

国
際
大
会
の
経
験
が
な
い
の
で
、

ま
ず
は
小
さ
な
大
会
か
ら
少
し

ず
つ
誘
致
し
て
い
き
た
い
。
北
海

道
を
テ
ニ
ス
王
国
に
変
え
た
い

で
す
ね
」と
意
気
込
み
を
語
る
。

進
化
し
続
け
る
伊
藤
さ
ん
の

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
だ
。

今
年
度
の
第
１
回
大
学
院
進

学
説
明
会
が
７
月
７
日
（
土
）
午

後
１
時
か
ら
本
学
６
号
館
校
舎

で
開
催
さ
れ
た
。

本
学
に
は
経
済
学
・
経
営
学
・

法
学
・
文
学
・
工
学
の
５
研
究
科

す
べ
て
に
修
士
・
博
士（
後
期
）課

程
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の

大
学
で
大
学
院
を
設
置
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
も
博
士
（
後
期
）

課
程
を
全
研
究
科
で
設
置
し
て

い
る
大
学
は
、
非
常
に
限
ら
れ
て

い
る
。

全
体
説
明
と
し
て
奨
学
金
制

度
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
各
研
究

科
の
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
入

学
試
験
（
一
般
受
験
・
社
会
人
特

別
受
験
）
制
度
や
入
学
後
の
学

修
・
研
究
環
境
な
ど
履
修
全
般

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
。
ま
た
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
学
院
生
の

就
職
情
報
の
提
供
な
ど
も
行
っ

た
。本

学
卒
業
予
定
者
の
み
な
ら

ず
、
他
大
学
卒
業
予
定
者
や
社
会

人
も
多
数
参
加
し
、
熱
心
に
質
問

す
る
な
ど
、
本
学
大
学
院
へ
の
関

心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
実
施
の
第
２
回
大

学
院
進
学
説
明
会
は
、
12
月
１
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら
本
学
豊
平

校
舎
６
号
館
校
舎
で
開
催
す
る
。

大
学
院
進
学
説
明
会

平
成　

年
度

30

工学研究科の個別相談コーナー

テ
ニ
ス
の
コ
ー
チ
ン
グ
技
術
と

大
会
運
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学

ぶ
た
め
だ
。
伊
藤
さ
ん
は
小
学
４

年
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
、
中
学
生

の
時
か
ら
全
国
大
会
に
出
場
す

る
腕
前
。
留
学
先
で
は
、
世
界
ト

ッ
プ
の
テ
ニ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
お
け
る
食
生

活
や
メ
ン
タ
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
な
ど
を
習
得
す
る
ほ
か
、
現

地
の
大
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
た
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
の

指
導
に
も
あ
た
る
予
定
だ
。「
コ

本
学
経
済
学
部
・
宮
入
隆
ゼ

ミ
の
学
生
た
ち
と
北
海
道
石
狩

振
興
局
若
手
職
員
が
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
を
担
当
し
た
寄
付

型
自
動
販
売
機
が
６
月
27
日
、
本

学
図
書
館
・
国
際
会
議
場
１
階

に
設
置
さ
れ
、
お
披
露
目
会
（
除

幕
式
）
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
石
狩
振
興

局
に
よ
る
石
狩
管
内
の

農
業
・
農
村
Ｐ
Ｒ
活
動

の
一
環
で
、
ポ
ッ
カ
サ

ッ
ポ
ロ
北
海
道
株
式
会

社
と
協
力
し
、
市
町
村

ご
と
の
特
色
を
描
い
た

自
動
販
売
機
を
設
置
し

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
地

域
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
学
生

で
あ
っ
て
も
社
会
の
た
め
、
北
海

道
の
た
め
、
農
業
振
興
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
こ
の
自
動
販
売
機
を
積
極

的
に
活
用
し
、
石
狩
農
業
を
応
援

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

お披露目式で関係者の記念撮影

て
、売
上
の
一
部（
約
３
％
）を

石
狩
管
内
指
導
農
業
士
・
農

業
士
会
に
寄
付
し
、
担
い
手
の

支
援
活
動
に
役
立
て
よ
う
と

い
う
も
の
。

宮
入
ゼ
ミ
で
は
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
方
式
で
、
石
狩
振
興
局

管
内
の
８
つ
の
市
町
村
の
農

業
・
農
村
に
つ
い
て
調
べ
、
そ

の
魅
力
や
Ｐ
Ｒ
点
を
探
し
て

コ
ン
セ
プ
ト
を
図
案
化
。
こ
れ

を
も
と
に
、
第
１
回
北
の
ま
ん

が
大
賞
受
賞
の
漫
画
家
、
ヤ
マ

モ
ト
マ
ナ
ブ
先
生
が
市
町
村

ご
と
に
イ
ラ
ス
ト
化
し
た
。
本

学
は
第
１
号
機
の
設
置
場
所

と
な
っ
た
。

▼
小
田
中
志
穂
さ
ん
（
経
済

学
部
地
域
経
済
学
科
３
年
・

宮
入
ゼ
ミ
）
の
コ
メ
ン
ト

「
地
域
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

先
生
に
デ
ザ
イ
ン
の
心
構
え

を
学
び
、
多
く
の
人
の
目
に
と

ま
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
こ

石狩振興局職員と宮入ゼミ生がデザインコンセプト

図書館棟と北海学園会館を結ぶ１階通路に設置さ
れた寄付型自動販売機。正面とサイドに漫画家ヤマ
モトマナブ先生のイラストが描かれている。写真の
学生は宮入ゼミ 3年生の池田梨乃さん

学
内
に
寄
付
型
自
動
販
売
機

石
狩
の
農
業
・
農
村
を
応
援
し
よ
う
！

松
浦
武
四
郎
生
誕
２
０
０
年
、

北
海
道
命
名
１
５
０
年
を
記
念

し
て
北
海
道
博
物
館
で
開
催
さ

れ
て
い
た
特
別
展
「
幕
末
維
新
を

生
き
た
旅
の
巨
人
 松
浦
武
四
郎

─
見
る
、
集
め
る
、
伝
え
る
─
」

（
６
／
30
〜
８
／
26
）
の
展
示
を

担
当
し
た
同
館
学
芸
主
幹
・
三

浦
泰
之
氏
に
よ
る
公
開
セ
ミ
ナ

ー
が
７
月
12
日
、60
番
教
室
で
開

催
さ
れ
た
。
主
催
は
地
域
連
携
推

進
機
構
。

三
浦
氏
は
、「
北
海
道
の
名
付

け
親
」
と
し
て

知
ら
れ
る
松

浦
武
四
郎

（
1818〜
1888）

士
と
し
て
実
施
。
蝦
夷
日
誌
全
35

巻
を
執
筆
し
、
蝦
夷
地
通
と
し
て

名
が
知
れ
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。

４
回
目
か
ら
６
回
目
は
、
蝦
夷
地

開
拓
を
目
論
ん
で
い
た
幕
府
の

御
雇
と
し
て
、
蝦
夷
地
の
地
理
的

状
況
や
ア
イ
ヌ
民
族
の
生
活
状

況
、
新
道
の
切
り
開
き
の
可
能
性

な
ど
を
調
査
。
全
１
１
６
巻
の
報

告
書
を
作
成
し
て
幕
府
へ
提
出
。

江
戸
に
戻
っ
た
１
年
後
に
辞
職

し
た
武
四
郎
は
、
蝦
夷
地
を
世
間

に
紹
介
す
る
と
い
う
目
的
と
自

身
の
生
計
の
た
め
に
、『
石
狩
日

誌
』
や
『
十
勝
日
誌
』、
地
図
な
ど

を
、「
見
る
、
集
め
る
、
伝
え
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紹
介
。
武
四
郎

は
、
江
戸
期
に
蝦
夷
地
を
６
回
踏

査
（
見
る
）
し
、
各
地
で
目
に
し

た
特
徴
的
な
風
景
や
ア
イ
ヌ
民

族
の
く
ら
し
、
ア
イ
ヌ
語
地
名
な

ど
を
紀
行
文
や
地
図
に
ま
と
め

（
集
め
る
）、
世
に
発
信
（
伝
え
る
）

し
た
。

１
回
目
か
ら
３
回
目
の
踏
査

は
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
海
防
問
題

へ
の
強
い
関
心
か
ら
、
一
介
の
志 松浦武四郎の写真（松浦武四郎記念館所蔵）

幕
末
維
新
を
生
き
た
旅
の
巨
人

松
浦
武
四
郎
─
見
る
、集
め
る
、伝
え
る

生
涯
で
約
45
件
を
出
版
し
た
。

三
浦
氏
は
、
武
四
郎
が
ア
イ
ヌ

民
族
の
案
内
や
世
話
を
受
け
な

が
ら
内
陸
部
ま
で
く
ま
な
く
踏

査
し
て
作
成
し
た
地
図
「
東
西
蝦

夷
山
川
地
理
取
調
図
」
を
画
面
に

映
し
、「
武
四
郎
の
地
図
の
画
期

的
な
と
こ
ろ
は
、
内
陸
部
ま
で
約

９
８
０
０
も
の
ア
イ
ヌ
語
地
名

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
」

と
説
明
。
特
別
展
に
も
展
示
さ
れ

た
北
海
学
園
所
蔵
の
『
志
古
津
日

誌
』
な
ど
も
紹
介
し
た
。

三
浦
氏
は
「
武
四
郎
ほ
ど
広
範

囲
に
踏
査
し
、
記
録
を
残
し
た
人

は
他
に
い
な
い
。
そ
こ
に
は
武
四

郎
の
強
い
好
奇
心
、
探
究
心
、
行

動
力
、
情
熱
が
あ
り
、
同
時
代
の

人
か
ら
は
良
く
も
悪
く
も
言
わ

れ
た
が
、
幅
広
い
交
友
関
係
と
強

烈
な
個
性
で
、
激
動
の
時
代
に
確

か
な
足
跡
を
残
し
た
」
と
人
物
像

を
説
明
し
、
そ
の
生
き
方
か
ら

「
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

て
い
く
上
で
重
要
な
ヒ
ン
ト
が

隠
さ
れ
て
い
る
」と
語
っ
た
。

北海道博物館学芸主幹
三浦泰之氏

人
文
学
部
の
卒
業
生
で
２
０

１
４
年
に
第
57
回
短
歌
研
究
新

人
賞
を
受
賞
し
て
い
る
石
井
僚

一
さ
ん（
平
成
23
年
度
卒
・
16
期

生
）
の
歌
集
『
死
ぬ
ほ
ど
好
き
だ

か
ら
死
な
ね
ー
よ
』
の
批
評
会
が

７
月
７
日
、

31
番
教
室

で
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
新

鋭
詩
人
・
文
月
悠
光
氏
と
、
現
代

短
歌
の
歌
人
、
山
田
航
氏
（
本
学

文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
）。

本
当
の
気
持
ち
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の

よ
う
な
わ
た
く
し

文
月
氏
は
最
初
に
こ
の
歌
を

あ
げ
、「
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
よ

う
な
複
製
に
疑
わ
し
さ
を
抱
き
、

見
失
っ
た
〝
本
当
〟
を
求
め
て
迷

い
込
む
主

体
の
姿
が

（
歌
集
の
）
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ

る
」
と
指
摘
。
山
田
氏
は
「
リ
ズ

ム
や
文
体
な
ど
現
代
短
歌
に
お

け
る
定
石
へ
の
反
逆
精
神
や
現

代
短
歌
的
手
法
を
拒
否
す
る
姿

勢
で
、
掟
破
り
の
詰
ま
っ
た
歌

集
」
と
評
し
、「
現
代
短
歌
に
見
ら

れ
る
今
生
き
て
い
る
こ
の
世
界

を
高
見
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
へ

の
反
感
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問
わ
れ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
石

井
僚
一
の
姿
勢
だ
ろ
う
」
と
後
輩

の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

人
文
学
部
O
B

石
井
僚
一
歌
集
批
評
会左から石井僚一氏、山田航氏、文月悠光氏

人
文
学
部
１
部
・
田
中
綾
ゼ

ミ
「
人
文
学
演
習
Ａ
」
の
公
開
授

業
と
し
て
７
月
20
日
と
27

日
、
Ｄ
42
番
教
室
で
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
が
開
催
さ
れ
た
。

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は

「
人
を
通
し
て
本
を
知
る
。本

を
通
し
て
人
を
知
る
」
が
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
。
バ
ト

ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
発
表
者
が

５
分
間
で
好
き
な
本
を
紹

介
。質
疑
応
答
の
後
、読
み
た

く
な
っ
た
本
に
投
票
し
て
チ

ャ
ン
プ
本
を
決
め
る
。
20
日
は
５

人
、
27
日
も
５
人
の
バ
ト
ラ
ー
が

思
い
思
い
の
本
を
紹
介
し
た
。

20
日
の
チ
ャ
ン
プ
本
は
夢
野

久
作
著
『
死
後
の
恋
—夢
野
久
作

傑
作
集
—』。
紹
介
し
た
日
本
文
化

学
科
２
年
夛
田

�

�

あ
み
さ
ん
は
「
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に
初
め
て
参
加

し
た
。
緊
張
し
て
頭
が
真
っ
白

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
本

は
と
て
も
異
色
で
そ
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ
る
作
品
。
ぜ
ひ
読

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

な
お
、
７
月
27
日
の
チ
ャ
ン

プ
本
を
紹
介
し
た
大
江
翔
太
さ

ん（
日
本
文
化
学
科
２
年
）は
、
11

月
３
日
に
三
浦
綾
子
記
念
文
学

館
（
旭
川
）
で
開
催
さ
れ
る
「
全

国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
２
０

１
８
 北
海
道
地
区
決
戦
Ｂ
」に
出

場
し
全
国
大
会
を
め
ざ
す
。

人
文
学
部
公
開
授
業

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル本に対する熱意伝わる

お気に入りの本を紹介するバトラー

掟
破
り
の
自
由
な
作
歌

「
一
人
で
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と

し
て
タ
イ
へ
行
っ
た
と
き
、
英
語

が
話
せ
な
く
て
後
悔
し
た
ん
で

す
。
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
っ
て
。
そ
れ
が
今
回
の
留

学
の
き
っ
か
け
で
す
」

伊
藤
さ
ん
は
、
道
が
企
業
や
個

人
か
ら
寄
附
金
を
募
り
若
者
の

海
外
へ
の
挑
戦
を
応
援
す
る
「
ほ

っ
か
い
ど
う
未
来

チ
ャ
レ
ン
ジ
基

金
」
の
２
期
生
に
選
ば

れ
、
10
月
か
ら
10
カ
月

間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ア

メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
３

カ
国
へ
留
学
す
る
。

目
的
は
、
語
学
は
も
と
よ
り
、

ほ
っ
か
い
ど
う
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
で
留
学

北
海
道
テ
ニ
ス
の
国
際
化
を
め
ざ
す

経営学部経営学科２年

伊
�

藤
� �

昴
���

硬式テニス部。平成30年度全日本大学対抗
テニス王座決定戦 北海道地区予選 第51回
北海道学生テニスリーグ1部リーグで団体優
勝、10月に全国大会出場。

第 1 回

ベ
ル
の
可
能
性
」と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

北
海
道
観
光
の
起
爆
剤
と

し
て
、「
自
然
」「
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」「
異
文
化
体
験
」を
組
み

合
わ
せ
た
新
し
い
形
態
の「
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
」を

推
進
す
る
こ
と
が
死
活
的
に

重
要
で
あ
る
と
の
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
、講
演
の
後
の

質
疑
応
答
も
活
発
で
、こ
の
テ

ー
マ
へ
の
学
生
の
関
心
の
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

人
文
学
部
で
は
、
今
後
も
、

こ
の
講
座
を
通
し
て
、身
近
な

文
化
交
流
で
あ
り
、世
界
へ
の

「
窓
」
で
も
あ
る
観
光
と
い
う

場
で
、「
文
化
を
体
験
し
て
も

ら
う
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

な
の
か
に
つ
い
て
、学
生
の
側

の
学
習
だ
け
で
な
く
、教
員
の

側
も
研
究
を
進
め
、観
光
に
携

わ
る
方
々
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
試
み
、そ
れ
を
教
育

に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

人
文
学
部
で
は
、今
年
度
よ

り「
北
海
道
観
光
・
地
域
振
興

特
別
講
座
」を
年
に
３
回
主
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

５
月
25
日（
金
）に
行
わ
れ

た
初
回
で
は
、行
政
の
立
場
か

ら
、北
海
道
観
光
の
新
た
な
可

能
性
を
模
索
し
て
い
る
国
土

交
通
省
北
海
道
運
輸
局
観
光

部
の
観
光
企
画
課
課
長
・
実

重
貴
之
さ
ん
に「
北
海
道
観
光

の
今
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

北海道観光の今、アドベンチャートラベルの可能性

北
海
道
観
光
・

地
域
振
興
特
別
講
座

講
師
の
実
重
貴
之
氏
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
る
学
生
た
ち

北
海
学
園
大
×
北
海
道
博
物
館

公
開
セ
ミ
ナ
ー
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─
入
試
部
長
と
し
て
の
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
？

岡
崎
先
生

入
試
課
で
は
入
学

試
験
の
実
施
の
他
に
大
学
や
入

試
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る

た
め
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
驚

く
ほ
ど
残
業
が
多
い
で
す
。
そ
の

解
決
が
、
僕
に
と
っ
て
一
番
大
事

な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
業
務
に
優
先
順
位
を

つ
け
て
順
位
の
高
い
も
の
に
力

を
注
ぐ
方
式
に
変
え
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
僕
は
宇
宙
が
専
門

で
割
り
切
っ
た
考
え
方
を
す
る

人
間
な
の
で
、

合
理
的
に
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

─
具
体
的
な
案

は
？

岡
崎
先
生

例

え
ば
、
業
務
の
な
か
に
は
職
員
は

関
わ
れ
ず
、
全
て
入
試
委
員
の
教

員
が
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
入
試
委
員
の
任

期
は
２
年
で
、
１
年
目
は
引
き
継

ぎ
に
多
く
の
時
間
が
か
か
る
の

で
、
長
く
入
試
に
関
わ
っ
て
い
る

職
員
や
専
門
性
の
高
い
職
員
を

育
て
て
そ
う
い
う
業
務
に
あ
た

っ
て
も
ら
え
れ
ば
も
っ
と
効
率

よ
く
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
い

ろ
い
ろ
な
良
い
提
案
も
出
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
僕

は
迷
わ
な
い
性
格
な
の
で
、
ど
ん

ど
ん
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

─
今
、
入
試
課
で
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
点
は
？

岡
崎
先
生

広
報
面
で
の
大
学

の
意
識
改
革
で
す
。
大
学
本
位
の

見
せ
方
で
は
な
く
、
今
の
高
校
生

の
視
点
で
ど
の
よ
う
な
情
報
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
、
ど
の
よ

う
な
見
せ
方
、
発
信
が
い
い
の
か

を
考
え
、
数
年
前

か
ら
少
し
ず
つ
変

え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

─
入
試
部
長
と
し
て
今
後
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
大
切
だ
と
？

岡
崎
先
生

３
年
後
に
始
ま
る

共
通
テ
ス
ト
な
ど
の
入
試
改
革

へ
の
対
応
で
す
。
文
科
省
の
進
め

る
高
大
接
続
改
革
を
ふ
ま
え
て
、

今
年
度
中
に
大
学
の
方
針
を
出

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
学
部
で

の
検
討
に
も
と
づ
き
、
全
体
を
ま

と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

岡
崎
先
生

何
か
を
や
り
た
い

と
思
っ
た
ら
覚
悟
を
決
め
な
さ

い
と
い
う
こ
と
。
覚
悟
の
な
い
人

は
、
反
対
に
あ
っ
た
り
、
上
手
く

働
き
方
改
革
と
広
報
の
意
識
改
革

工学部
教　授

入試部長

岡崎 敦男
おか ざき あつ お

─
教
務
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
、

特
徴
は
？

荻
原
先
生

教
務
セ
ン
タ
ー
で

は
一
般
教
育
に
関
す
る
業
務
、
資

格
取
得
の
た
め
の
専
門
教
育
課

程
（
教
職
課
程
・
図
書
館
学

課
程
・
社
会
教
育
主
事
課

程
・
学
芸
員
課
程
）
に
関
す

る
業
務
、
定
期
試
験
の
実

施
、
教
室
や
施
設
の
保
守
管

理
、
年
間
行
事
日
程
の
作

成
、
研
究
成
果
を
発
表
す
る

『
学
園
論
集
』
の
発
行
な
ど

幅
広
い
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
教
務
委
員
会
は
各
学

部
か
ら
２
名
の
教
員
と
学

部
事
務
長
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
本
学
の
数
あ
る
委
員

会
の
な
か
で
、
事
務
長
が
委

員
と
し
て
参
加
し
て
い
る

の
は
教
務
委
員
会
だ
け
で
す
。
教

員
と
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
活
か
し
た
教
職
協
働
の
先
が

け
と
な
っ
て
い
る
委
員
会
だ
と

思
い
ま
す
。

─
教
務
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
の

抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

荻
原
先
生

実
は
今
ま
で
一
度

も
教
務
委
員
を
や
っ
た
こ
と
が

な
く
、中
身
は
素
人
な
の
で
、

と
に
か
く
何
か
あ
っ
た
ら
長

と
し
て
責
任
を
と
り
ま
す
、

く
ら
い
し
か
今
は
言
え
な

い
。
教
務
セ
ン
タ
ー
は
ル
ー

テ
ィ
ー
ン
の
仕
事
が
多
い
の

で
す
が
、
下
か
ら
上
が
っ
て

き
た
意
見
や
他
の
委
員
会
か

ら
出
て
き
た
要
望
に
つ
い
て

は
、
学
生
や
教
員
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
、
よ
り
良
い
教

育
環
境
の
た
め
に
、
必
要
で

あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
早
く
実

施
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

─
機
関
長
と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
大
切
だ
と
？

荻
原
先
生

大
学
は
基
本
的
に

各
学
部
で
専
門
教
育
を
行
う
わ

け
で
す
が
、
一

方
で
教
養
教
育

（
本
学
で
は
「
一

般
教
育
」）
が
非

常
に
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど

の
学
生
は
１
、

２
年
次
で
履
修

し
専
門
科
目
へ

と
移
行
し
て
い
き
ま
す
が
、
各
学

部
で
行
う
専
門
教
育
と
教
務
セ

ン
タ
ー
が
担
当
す
る
一
般
教
育

の
つ
な
ぎ
を
も
う
少
し
考
え
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学

部
と
連
携
し
、
北
海
学
園
大
学
全

体
と
し
て
の
教
育
理
念
を
明
確

に
し
て
、
変
え
て
い
く
と
こ
ろ
は

変
え
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

荻
原
先
生

大
学
で
の
自
由
な

時
間
の
中
で
一
つ
「
こ
れ
を
や
っ

た
」
と
言
え
る
よ
う
な
こ
と
を
や

っ
て
ほ
し
い
。
外
国
に
行
っ
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
い
い
。

４
年
間
の
中
で
、
そ
の
後
の
人
生

を
決
め
る
く
ら
い
の
何
か
に
挑

戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

─
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

荻
原
先
生

映
画
や
音
楽
鑑
賞
、

山
歩
き
で
す
が
、
機
関
長
に
な
っ

て
か
ら
一
度
も
行
っ
て
い
な
い
。

感
性
が
鈍
っ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。

荻
原
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
Ａ
Ｉ
vs.
教
科
書
が
読
め
な
い
子

ど
も
た
ち
』新
井
 紀
子
 著（
東
洋

経
済
新
報
社
）

経済学部
教　　授

教務センター長

荻原 克男
おぎ わら よし お

─
新
機
関
長
と
し

て
の
抱
負
を
。

西
村
先
生

40
歳

代
前
半
の
開
発
研

究
所
長
は
故
・
田

中
修
先
生（
当
時
41
歳
）、川
端
俊

一
郎
先
生
（
当
時
42
歳
）
に
次
い

で
３
人
目
で
、
30
年
以
上
ぶ
り
で

す
。
機
関
長
に
な
る
の
は
全
く
想

定
外
で
し
た
が
、
前
例
踏
襲
で
い

い
な
ら
、
私
が
選
ば
れ
た
意
味
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
も

社
会
も
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、

（
開
発
研
究
所
の
）
60
年

の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
、未
来
を
見
据
え
た

変
革
に
粛
々
と
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

─
開
発
研
究
所
で
特
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
点
は
？

西
村
先
生

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
か
ら
北
海
道
開
発
を
捉
え
返

す
研
究
の
推
進
と
、
自
治
体
や
企

業
な
ど
と
の
連
携
の
強
化
で
す

ね
。
大
学
と
し
て
受
け
身
に
な
ら

ず
に
、
自
ら
地
域
の
中
に
飛
び
込

ん
で
、
様
々
な
主
体
と
協
働
し
て

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
開
発
研
究
所
の
存
在
意

義
を
示
し
て
い
き
た
い
で
す
。

─
西
村
先
生
は
財
政
再
建
中
の

夕
張
市
で
市
民
を
応
援
し
な
が

ら
、
地
方
財
政
の
研
究
を
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ゼ
ミ
活
動
に
加

え
て
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、

学
生
が
夕
張
で
直
接
学
ぶ
一
般

教
育
の
北
海
道
学
特
別
講
義
「
地

域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
習
」

も
担
当
し
て
い
ま
す
ね
。

西
村
先
生

今
ま
で
は
一
教
員

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
学
内
に
は
い
ろ
い
ろ
な
先
生

が
個
性
的
・
魅
力
的
な
地
域
連

携
活
動
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

う
い
う
個
々
の
活
動
を
組
織
的

に
サ
ポ
ー
ト
し

推
進
す
る
こ
と

で
、
本
学
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
高

め
た
い
。
発
信

力
の
強
化
な
ど

ま
だ
ま
だ
や
れ

る
こ
と
は
あ
り

ま
す
。

─
新
機
関
長
と

し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
？

西
村
先
生

風
通
し
が
よ
く
、
働

き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
で

す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視
し
つ

つ
、
機
関
長
で
あ
る
以
上
、
組
織

の
使
命
や
方
向
性
に
つ
い
て
明

確
な
判
断
を
示
し
、
結
果
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
２
年
の
職
責

を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

西
村
先
生

自
由
な
時
間
が
持

て
る
学
生
の
う
ち
に
、
で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
海
外

を
旅
し
て
、自
分
の

視
野
や
常
識
の
ち

っ
ぽ
け
さ
、
世
界
の
多
様
さ
や
豊

か
さ
を
感
じ
、
生
き
る
意
味
や
目

的
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

─
先
生
の
趣
味
や
休
日
の
過
ご

し
方
は
？

西
村
先
生

趣
味
は
旅
、
食
べ
る

こ
と
、
映
画
鑑
賞
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

な
ど
で
、
出
張
先
で
走
っ
た
り
、

去
年
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
２

回
出
場
し
ま
し
た
。
た
だ
、
小
学

生
の
子
ど
も
が
３
人
い
て
共
働

き
な
の
で
、
出
張
の
な
い
休
日
は

家
事
・
育
児
で
ほ
ぼ
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す（
笑
）。

西
村
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
三
国
志
』吉
川
英
治
 著（
吉
川
英

治
歴
史
時
代
文
庫
33
）、『
氷
点
』

三
浦
綾
子
 著
（
角
川
文
庫
）

一般教育の重要性強調

経済学部
教　　授

開発研究所長

西村 宣彦
にし むら のぶひこ

今年度就任した入試部
長・岡崎敦男工学部教授、教
務センター長・荻原克男経
済学部教授、開発研究所長・
西村宣彦経済学部教授に抱
負などを伺った。

機関長
に聞く！！

新

自
治
体
・
企
業
と
連
携
強
化
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い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
怯
ん

で
辞
め
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
物
事
は
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
。

や
る
か
ら
に
は
上
手
く
い
か
な

く
て
も
納
得
の
い
く
ま
で
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

─
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

岡
崎
先
生

小
説
は
Ｓ
Ｆ
や
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
が
好
き
で
す
。
基
本

的
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
の
が

好
き
で
、
夜
は
星
を
見
な
が
ら
歩

い
た
り
、
昼
間
は
雲
を
眺
め
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
す
ね
。

岡
崎
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
超
予
測
力
─
不
確
実
な
時
代
の
先

を
読
む
10
カ
条
』テ
ト
ロ
ッ
ク
＆
ガ

ー
ド
ナ
ー
 著
（
早
川
書
房
）

私
大
等
経
常
費

補
助
金
説
明
会

平
成
30
年
度
私
立
大
学
等
経

常
費
補
助
金
説
明
会
（
日
本
私
立

学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
主
催
）

が
６
月
20
、
21
日
、
本
学
60
番
教

室
で
開
催
さ
れ
、
道
内
の
私
立
大

学
及
び
短
期
大
学
の
担
当
者
延

べ
約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

は
、
私
立
大
学
等
の
教
育
条
件
の

維
持
向
上
、
学
生
に
係
る
修
学
上

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
等
を
目

的
と
し
て
、
私
立
学
校
振
興
助
成

法
に
よ
り
、
学
校
法
人
の
経
常
的

経
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
国

の
補
助
金
で
、
こ
の
適
正
な
執
行

並
び
に
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い

て
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
毎

年
、
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

近
年
は
、
入
学
定
員
超
過
率
の

厳
格
化
や
大
学
改
革
の
多
様
化

な
ど
で
補
助
金
額
が
年
度
に
よ

り
大
き
く
異
な
り
、
各
大
学
・
短

大
は
、
補
助
金
獲
得
に
向
け
た
一

層
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

全道の私大・短大担当者が参加

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

交
流
協
定
校
で
あ
る
、
ロ
シ

ア
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
大
学
、
サ

ハ
リ
ン
大
学
、
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
大

学
よ
り
本
年
４
月
に
迎
え
入
れ

た
留
学
生
７
名
に
対
し
、
６
月
28

日
修
了
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

修
了
式
で
は
安
酸
学
長
よ
り

修
了
証
書
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
、
今
回
の
留
学
で
培
っ
た
日
本

語
能
力
を
今
後
も
高
め
、
日
露
両

国
の
架
け
橋
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

ロシア

中国

ノボシビルスク大学、サハリン大学、ヴラヂ
ーミル大学の皆さん

５
月
27
日
（
日
）
の
午
後
、
入

試
英
語
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
第
１
部

で
は
、ま
ず
、２
０
１
８
年

度
入
試
か
ら
人
文
学
部
で

導
入
し
た
英
語
外
部
試
験

の
利
用
状
況
と
結
果
、
来

年
度
入
試
か
ら
の
経
営
学

部
で
の
導
入
方
針
を
、
そ

れ
ぞ
れ
、
人
文
・
経
営
の

担
当
者
が
報
告
し
ま
し

た
。そ
の
後
、他
大
学
で
の

外
部
試
験
利
用
の
実
態
、

セ
ン
タ
ー
試
験
の
後
継
の

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

で
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
英
検
の
担
当
者
よ

り
説
明
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
全
道
各
地
か
ら
来
学
さ
れ

た
20
名
以
上
の
高
校
の
先
生
方

か
ら
は
、
様
々
な
疑
問
や
不
安
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
技
能
の
力

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
ば
し
、
そ
れ

を
し
っ
か
り
評
価
し
て

い
く
体
制
作
り
の
た
め

に
高
校
・
大
学
の
教
員

が
意
見
交
換
す
る
必
要

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
代
表

的
な
４
技
能
試
験
の
一

つ
で
あ
る
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
を

題
材
に
、
特
に
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
指
導
法
を
、

実
施
団
体
で
あ
る
英
検

の
専
門
家
か
ら
学
ぶ
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

全
体
的
に
参
加
者
の

満
足
度
は
高
く
、
入
試

改
革
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

遼
寧
大
学
か
ら

交
換
教
員
着
任

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る

中
国
・
遼
寧
大
学
か
ら
７
月
30

日
、
交
換
教
員
と
し
て
韩
毅
教
授

が
着
任
し
た
。

８
月
13
日
ま
で
の
期
間
中
、
中

国
近
代
経
済
史
特
殊
講
義
（
修
士

課
程
科
目
）
と
中
国
近
代
経
済
史

特
殊
研
究
（
博
士
（
後
期
）
課
程

科
目
）
を
担
当
。

大
学
院
生
た
ち
は
こ
の
貴
重

な
講
義
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

大学入試改革セミナー＆高校英語教員向け
スキルアップ講座 in 北海道2018

本学主催・（公財）日本英語検定協会共催

夏
期
海
外
研
修（
派
遣
）

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

学
生
交
換
事
業

結
団
式
挙
行

本
学
と
北
海
商
科
大
学
は
７

月
21
日
、
北
海
商
科
大
学
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
・
レ

ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
学
生
交
換
事

業
夏
期
海
外
研
修
（
派
遣
）
の
結

団
式
を
行
っ
た
。
参
加
学
生
が
紹

介
さ
れ
た
後
、
森
本
正
夫
理
事

長
、
安
酸
敏
眞
学
長
か
ら
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

激励の言葉を述べる森本正夫理事長

研
修
に
は
両
大
学
合
わ
せ
て

15
名
の
学
生
と
引
率
２
名
が
参

加
、
派
遣
期
間
は
８
月
８
日
か
ら

９
月
１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
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今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
第
１
回
６
月
24
日
（
会

場
：
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
第
２

回
は
８
月
８
日
（
水
）
と
９
日

（
木
）（
会
場
：
豊
平
・
山
鼻
両
キ

ャ
ン
パ
ス
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
第
１
回
は
快
晴
の
空
の
も

と
、
第
２
回
は
若
干
の
雨
と
蒸
し

暑
さ
の
中
、
合
わ
せ
て
３
５
０
０

名
（
①
１
０
２
１
名
②
８
日
１
５

５
６
名
、
９
日
９
２
３
名
、
合
計

２
４
７
９
名
）が
来
校
し
ま
し
た
。

全
体
説
明
会
や
教
職
員
に
よ

る
個
別
相
談
会
、
模
擬
講
義
・
実

験
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
相
談

会
や
学
内
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー

ク
ル
Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
の
ラ
イ
ブ
、
競

技
ダ
ン
ス
部
の
演
武
、
２
部
写
真

部
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
保
護
者
対
象
の
説
明
会
は
、

受
験
か
ら
入
学
後
ま
で
の
必
要

経
費
、
就
職
活
動
な
ど
学
生
支
援

に
関
す
る
説

明
が
行
わ

れ
、
２
２
２

名
（
①
97
名
②
８
日
71
名
、
９
日

54
名
）
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
９
日
の
山
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
工

学
部
各
学
科
に
よ
る
「
体
験
学

習
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
高
校
生

の
興
味
を
く
す
ぐ
る
も
の
で
し

た
。今

年
度
最
後
の
第
３
回
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
９
月
30
日

（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
２

部
（
夜
間
部
）
の
た
め
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
９
月
29
日

（
土
）午
後
５
時
30
分
か
ら（
受
付

開
始
５
時
）
実
施
し
ま
す
。

事
前
申
込
制
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
http://hgu.jp）、
電
話
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
８

６
・
２
２
４
４
）
で
の
早
め
の
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
（
当
日
参

加
も
可
能
で
す
）。

入試部入試課

第1回・第2回

オープン
キャンパス

地
方
公
演
と
は
文
化
協
議
会

本
部
を
中
心
に
各
地
の
小
学
校

や
ホ
ー
ル
で
演
劇
や
バ
ン
ド
演

奏
を
披
露
し
て
児
童
や
一
般
の

方
に
見
て
も
ら
う
活
動
で
す
。

今
年
は
道
東
を
６
月
８
日
か

ら
６
月
12
日
の
お
よ
そ
一
週
間

を
か
け
て
訪
問
し
ま
し
た
。
普

段
見
慣
れ
な
い
機
材
や
大
学

生
の
姿
に
、
児
童
た
ち
は
少
し

緊
張
し
て
い
た
も
の
の
、
演
劇

の
な
か
で
役
者
が
問
い
か
け

る
シ
ー
ン
で
は
大
き
な
声
で

答
え
て
く
れ
た
り
、
殺
陣
の
シ

ー
ン
で
は
立
ち
上
が
っ
て
応

援
し
て
く
れ
た
り
、
ま
た
、
バ

ン
ド
演
奏
の
と
き
に
も
立
ち

上
っ
て
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ
た

り
踊
っ
て
く
れ
て
、
大
変
満
足
し

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
公
演
テ
ー
マ
は
「
つ
な

ぐ
」。
私
た
ち
は
、
前
回
の
参
加
メ

ン
バ
ー
が
少
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
前
年
以
上
の
成
功
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、各
メ
ン
バ
ー
が
公
演

の
成
功
を
信
じ
て
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
を
続
け
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
の
参

加
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
来
年
の

地
方
公
演
も
必
ず
参
加
し
た

い
、
と
の
意
思
表
明
が
あ
り
、

ま
さ
に
公
演
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
活
動
を
す
る
こ
と
が
で

き
て
非
常
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
回
の

公
演
を
見
る
こ
と
で
、
演
劇
で
も

音
楽
で
も
、
何
か
を
始
め
る
き
っ

か
け
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
光
栄
に
思
い
ま
す
。

地
方
公
演

地
方
公
演

地
方
公
演

地
方
公
演

地
方
公
演

56
第　
回

人
文
学
部
 日
本
文
化
学
科
２
年

文
化
協
議
会
本
部
 企
画
部
長

森
山

�
�
�
�

元�
�

太�

経
営
学
部
４
年
の
山
口

紗
希
さ
ん
が
「
２
０
１
８
ミ

ス
お
た
る
」
に
選
ば
れ
、
小

樽
の
顔
と
し
て
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
に
参

加
し
、
小
樽
の
魅
力
を
伝
え

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
生
ま
れ
育
っ
た
小
樽
の

ま
ち
が
大
好
き
で
、
何
か
力

に
な
り
た
か
っ
た
」
と
い
う

山
口
さ
ん
は
、
卒
業
単
位
を

取
得
し
終
え
た
４
年
次
に

応
募
を
決
断
。
任
期
は
４
月

１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日

ま
で
。
大
学
生
活
最
後
の
１

年
を
ゼ
ミ
活
動
と
両
立
さ

せ
な
が
ら
、
地
元
小
樽
の
た

め
に
奮
闘
す
る
覚
悟
だ
。

経営学部経営学科４年

山口
� � � �

紗希
� �

「ミスおたる」として地元に貢献

@missotaru
@miss_otaru
@miss_otaru

公式ブログ
http://otaru.gr.jp/
miss-otaru/

７
月
末
に
行
わ
れ
た
小

樽
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
潮
ま

つ
り
」で
は
、浴
衣
姿
に「
ミ

ス
潮
」
の
た
す
き
を
か
け
、

潮
音
頭
に
合
わ
せ
て
踊
り

な
が
ら
市
内
を
練
り
歩
く

「
潮
ね
り
こ
み
」
の
先
頭
を

飾
り
、
お
祭
り
を
盛
り
上
げ

た
。「
楽
し
か
っ
た
の
一
言

に
尽
き
ま
す
。
自
分
が
楽
し

く
な
い
と
人
に
は
伝
わ
り

ま
せ
ん
。
お
客
様
の
笑
顔
が

見
ら
れ
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
す
。

４
月
か
ら
６
月
は
就
職

活
動
と
も
重
な
っ
た
が
、
無

事
内
定
を
も
ら
っ
た
。
ミ
ス

お
た
る
の
経
験
も
活
き
、
面

接
に
は
あ
ま
り
物
怖
じ
し

な
い
で
臨
め
た
と
い
う
。

活
動
を
通
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
人
に
出
会
い
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
。
今
ま

で
は
見
る
側
の
お
祭
り
を
、

運
営
側
か
ら
見
る
こ
と
も

で
き
た
。「
み
ん
な
自
分
の

（
本
業
の
）
仕
事
を
抱
え
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
」。

今
後
は
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト

「
小
樽
ゆ
き
あ
か
り
の
路
」

や
岩
手
で
行
わ
れ
る
物
産

展
な
ど
に
参
加
す
る
予
定
。

活
動
の
様
子
や
、
美
味
し
い

お
店
な
ど
個
人
的
に
集
め

た
情
報
を
、
ミ
ス
お
た
る
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
発
信
し
て
い
る
。

フ
ェ
ア
」
が
函
館
市
で
７
月
４
日

（
水
）、
青
森
市
で
７
月
６
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

対
東
北
学
院
大
学
総
合
定
期

戦
を
ご
縁
と
し
た
北
海
道
と
東

北
の
連
携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
、

「
青
函
進
学
フ
ェ
ア
」
と
称
し
、
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
告
知
、
入
試

広
報
、
大
学
広
報
、
定
期
戦
の
紹

介
な
ど
を
行
い
、
広
く
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
高
め
た
い
趣
旨
で
す
。

函
館
会
場
は
『
シ
エ
ス
タ
ハ
コ

ダ
テ
４
階
 函
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
』
に
て
、
講
演
会
、
相
談

ブ
ー
ス
に
相
談
者
が
来
場
。
青
森

会
場
は
『
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
青
森
』
に
て
実
施
し
ま
し

た
。函

館
で
は
東
北
学
院
大
学
文

学
部
歴
史
学
科
の
市
民
公
開
講

座
が
行
わ
れ
、
本
学
か
ら
は
両
会

場
で
人
文
学
部
田
中
綾
教
授
に

よ
る
出
前
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
両
大
学
の
ブ
ー
ス
へ
、
高
校

生
が
訪
れ
、
２
大
学
の
繋
が
り
に

関
心
を
持
ち
、
沿
革
と
定
期
戦
の

パ
ネ
ル
を
閲
覧
し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
２
０
１
８
年
度
の

第
27
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
に
参
加
し
、
全
参
加
２

７
６
チ
ー
ム
中
で
優
秀
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕

た
ち
は
大
賞
を
目
指
し
強
豪
チ

ー
ム
と
渡
り
合
う
た

め
に
厳
し
い
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
例
年
と
は
異

な
り
現
役
最
上
級
生

の
３
年
生
が
少
な
か

っ
た
り
、
作
品
作
り
が

大
幅
に
遅
れ
完
成
が

直
前
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
な
ど
い
く

つ
も
の
困
難
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
厳
し

い
状
況
の
中
を
乗
り

越
え
、
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
耐
え
抜
く
力
や
土
壇
場
で
の

集
中
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
セ

ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
か
ら
勝
ち
上
が

り
優
秀
賞
と
い
う
結
果
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

今
大
会
の
大
賞
、
準
大
賞
の
枠

は
全
て
社
会
人
チ
ー
ム
で
し
た
。

僕
た
ち
学
生
チ
ー
ム
だ
け
が
出

せ
る
良
さ
、
魅
力
、
強
さ
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
と
い
う
課
題
を

日
々
の
練
習
で
追
求
し
、
ま
た
来

年
に
向
け
て
良
い
チ
ー
ム
を
作

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
毎
年
お
手
伝
い
し
て
頂

い
て
い
る
Ｏ
Ｇ
･Ｏ
Ｂ
さ
ん
、
忙

し
い
中
何
か
と
面
倒
を
見
て
く

れ
た
４
年
生
、
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
３
年
生
の
先

輩
方
へ
来
年
こ
そ
は
結
果
を
残

す
と
い
う
形
で
恩
返
し
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
27
回
 Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
 

粋
〜
Ｉ
Ｋ
Ｉ
〜
北
海
学
園
大
学
チ
ー
ム

優
秀
賞

経
営
学
部
経
営
情
報
学
科
２
年

粋
～
Ｉ
Ｋ
Ｉ
～
北
海
学
園
大
学
代
表

武�
�

田�

慎�
�

司�

優秀賞を受賞した演舞

▽
５
月
21
日
ニ
セ
コ
高
等
学
校
長
 馬

場
登
氏

▽
５
月
23
日
特
定
非
営
利
活
動
法
人

J
A
F
S
A
事
務
局
長
 高
田
幸
詩
朗

氏▽
５
月
25
日
丸
水
札
幌
中
央
水
産
株

式
会
社
管
理
本
部
長
取
締
役
専
務
執
行

役
員
 中
村
茂
樹
氏

▽
６
月
19
日
学
校
法
人
北
海
学
園
特

任
教
授
 元
文
化
庁
長
官
 玉
井
日
出
夫
氏

▽
６
月
21
日
株
式
会
社
国
際
開
発
ジ

ャ
ー
ナ
ル
社
企
画
・
営
業
部
長
 田
中

信
行
氏

▽
６
月
21
日
株
式
会
社
紀
伊
国
屋
書

店
営
業
本
部
北
海
道
営
業
部
主
任
調
査

役
 金
山
博
之
氏

▽
６
月
27
日
北
海
道
石
狩
振
興
局
長

佐
藤
哲
夫
氏
、
同
局
産
業
振
興
部
長
 渡

辺
稔
之
氏
、他
２
名
、ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ

北
海
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

山
本
隆
二
氏

▽
６
月
27
日
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
学
特

別
功
労
教
授
 元
桜
美
林
大
学
教
学
担

当
副
学
長
 諸
星
裕
氏

▽
７
月
３
日
丸
善
雄
松
堂
株
式
会
社

学
術
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
東

日
本
特
販
営
業
課
長
 田
中
英
之
氏
、
同

札
幌
支
店
学
術
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
部
札
幌
営
業
部
 河
村
真
理
氏

▽
７
月
６
日
丸
善
雄
松
堂
株
式
会
社

学
術
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
推
進
部
長
 伊
藤

啓
氏
、
同
部
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
グ

ル
ー
プ
 澤
田
宏
美
氏
、
他
２
名

▽
７
月
12
日
北
海
道
総
務
部
企
画
Ｇ

兼
研
究
部
歴
史
研
究
Ｇ
学
芸
主
幹
（
Ｓ

Ｇ
Ｌ
）
三
浦
康
之
氏

▽
８
月
２
日
株
式
会
社
経
済
界
札
幌

支
局
長
代
理
 中
野
大
氏

▽
８
月
７
日
丸
善
雄
松
堂
株
式
会
社

常
務
取
締
役
 千
葉
雅
之
氏
、
同
学
術
情

報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
執
行
役
員

事
業
部
長
 井
上
賢
一
氏

玉井日出夫氏（右）

子どもたちも一緒になって
盛り上がったバンド演奏

年
は
６
月
22
～
24
日
に
仙
台
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
も
我
が
大
学
は
総
合
優
勝
を

果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
北
海
学
園
大
学
の
強
さ

が
東
北
学
院
大
学
に
近
づ
い
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
体
育
会
本

部
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
総
合
優

勝
に
向
け
て
選
手
た
ち
が
ベ
ス

第
64
回
の
定
期
戦
も
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

対
東
北
学
院
大
学

対
東
北
学
院
大
学
総
合
定
期
戦

総
合
定
期
戦

対
東
北
学
院
大
学

対
東
北
学
院
大
学
総
合
定
期
戦

総
合
定
期
戦

対
東
北
学
院
大
学
総
合
定
期
戦

第64回

バスケットボール
弓道（男子）
弓道（女子）
ゴルフ
卓球（男子）
柔道
ボクシング
バレーボール（男）
バレーボール（女）
準硬式野球部 
羽球（男子）
ライフル射撃
ハンドボール

70
99
30
0
2
1
0
0
0
9
4
952
26

48
4
9
2
5
5
12

101
111
28
3
5
6
1
3
3
3
1
1123
23

第64回 対東北学院大学総合定期戦成績

公式種目
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

アメリカンフットボール
軟式野球
少林寺拳法
剣道
硬式野球 
ラクロス（男子）
総合

6
11
21
6
4
8
26

公式種目
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

6
1
0

硬式庭球（男子）
硬式庭球（女子）
羽球（女子）

3
4
5

オープン戦
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

体育会本部 　幹事長

杉
� �

村
� �

紗
�

依
�

子
�

経済学部地域経済学科3年

本学が勝利した硬式野球の試合

こ
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
地
方
都
市
へ
出
向
き
ま
す
。

「
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
称
し
、
９
月
22
日
（
土
）
函
館

北
洋
ビ
ル
、
10
月
13
日
（
土
）
旭

川
北
洋
ビ
ル
、10
月
20
日（
土
）帯

広
と
か
ち
館
、
共
に
午
後
２
時
よ

り
開
催
で
す
。

学
部
説
明
会
、
保
護
者
説
明

会
、「
地
域
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」、「
推
薦
入
試
対
策
講
座
」

等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。　

ま
た
、「
在
学
生
の
保

護
者
懇
談
会
」
が
同
時

に
行
わ
れ
、
翌
日
は
午

前
９
時
30
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

北
海
学
園
大
学
＆
東
北
学
院

大
学
合
同
イ
ベ
ン
ト
「
青
函
進
学

青
函
進
学
フ
ェ
ア

in
青
森・函
館

東
北
学
院
大
学
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト

テーマは「つなぐ」

模
擬
講
義
・
実
験
で「
大
学
」を
体
験

工学部建築学科の体験学習（8月9日）

函
館
・
旭
川
・
帯
広
で

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

全体説明会（8月8日）

ト
な
状
態
で
試
合
に
臨
め
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
伝
統
は
多
く
の
交

流
を
生
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。
こ

の
交
流
は
一
瞬
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
多
く
の
気
づ
き
を
与
え
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
気
付

き
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
両
校

の
成
長
と
よ
り
一
層
の
発
展
に

つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

総合開会式における両校校旗・体育会旗の退場の模様




